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② :

病院入院(奇数)票
※保健所符号 |       |平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された1日 )

記入上の注意

l※印欄には、記入しないでください
2500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 1、 3、 5、 7日 の患者について作成してください

続計法に基づく
基幹統計調査 患者調査 (案 ) 資料2-3-1

厚生労働省

施設番号   H一

患者番号  ,
3600床以上の病院については生年月日の末尾が 3、 5、 7日 の患者について作成してください

性 1男  2女 (2)出生年 月ロ 1 平成 2 昭和 3 大正 4明 治   年  月  日

(3)患者の住所 当院と同じ市区町 |ヽ1内

当院と|ま別の市区町|卜→ 都道

1        府県

長貫朕 、1語署詳襲肇讃 1酎ざ
でヽ貴院の所在地と区が異なる場舘主

(※ )政令指定都市:ま 、本L幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、
新f鳥市、静岡市、i兵松市、名古屋市、京都市、大「・E市、堺市、神戸市、
岡山市、広島市、北九州市、福岡市をいいます

=

区

町村

市

郡

ヽ

‐
‐
′
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
′
ノ

―
―

ヽゝ

(1)入院年 月日 入院年 月日  1 平成

2  日召千ロ
口月竿

(5)受療の状況

1攀儒 二

1蓮
ぷ懸

卜気分:感情:障害

ポ朦及師|

動の障害

(ただし
~知
的障害<

精神遅滞>_lま除きま
す_)

静早胸準よヽ1

正常分娩 (単胎 自然 分晩 )

健康音|二対する憤査、健康言う断

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健サービス

２

　

４ 1査 ) 管理

(1)主傷病名

主傷病名が
~慢
性肝炎 _、

~肝
硬変_又 Iま

´
肝及び肝内胆管の悪性新生物_の場合は、

該当するものに(3印をつ {すてください.

肝疾患の状 i兄

l B型肝炎ウイルス(HBヽ
・
)「号̀性

2 C型月干炎ウイルス(Hcヽ 1)「易l■

3 B型月干炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(HCヽ
‐
)とも:こ陽性

4 B型肝炎ウイアレス(HBヽ
‐
)及びC型肝炎ウイルス(HCヽ )ともに陰性

主傷病名が
'卜

傷 (中毒を含む)の場合は、該当するものにΞ′印をつけてください

卜
Ｆ
ト
ー
Ｐ
Ｉ
Ｉ
．Ｉ
Ｈ

不慮の事故

外傷の原因 ■ 自動車交通事故

(中毒を含む)2 自転車交通事故

ご その他の交通事故

明

―ヽ
‐
‐
‐
ノ

不は

傷

傷

明

又

自

他

不

靖

ρ

‐
８
‐
ｎ）

ヽ
―
―
―
―
ノ

４

　

５

　
　
６

スホーツ中の事故

転静l・ 転落

1～ 5以 外の原因による不慮の事故

(2)日1傷病名 (言亥当するものすべてに3印をつ:すてくださいこ

01 副傷病なし                                      |

02 糖尿病 (合 |キ症を伴わないもの)o7 肥i商 (症 )      12 開塞性末梢動脈疾患  :

03 糖尿病 (性 )腎症       08 高脂血症 (脂質異常症)13 大動脈疾患      |

04 糟尿病 (性 )日艮合併症     09 高血圧 (症)       (大 動脈解離、大動lFFK瘤 )|

05 糖尿病 (性 )神経障害     10 虚血性心疾患    14 1曼 性腎不全 (慢性腎臓病 )

06 03～ 05以
'卜

の合併症を伴う糖尿病‖ 脳卒中       15 精神疾患       t

16 その他の疾患     |

裏副こ続きま九くこレ



(6)診療費等
支払方法

該当するものすべて
に○印をつけてくださ
い 。

なお、介護保険サー
ビスfll用者で、医療保
険等と公費負IB医療
を併用している場合
は、それらの両方につ
いて選択してくださ
い 。

医療保険等、
公費負担医
療

(医療保険等)

健康保険・各種共済組合(本人)

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

高齢者医療
(後期高齢者医療制度 )

労働災害・公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

01

02

ｎ
υ

06

07

を助
険
扶灘囃詢

３

09

10

11

12

13

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (措置入院 )

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療 )

生i舌保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもJ)

(7)病床の種別 療養病床 (医療保険適用病床 )

療養病床 (介護保険適用病床 )

-11病床

４

　

　

　

５

１

　

　

　

２

1情神病床

感染症病床

結核病床

(8)紹 介の状況 1 病院から 2 -lt診 療所から 3 歯科診療所から 4 介護老ノ、保健施設から

5 介護老人福祉施設から     6 その他から  7 紹介なし

(9)来院時の状況 救急の受診

〔」生._:壺二定1壁蟄堅l蓋些型堕L整三__…1二__重菫三ニピ:型ヨf壼:翌堕菱蟹量塾三±墨≦2査笙重塾⊆≧憂三二2

(「 2」 又は「3」 の場合は、どちらかに○印をつけてください。)

診療時間内の受診 2 診療時間外の受診

通常の受診

(10)入院の状況

[窪
衰『でマ五是|ヽ兄を〕

1 生命の危険は少ないが入院治療を要する

2 生命の危険がある

3 受け入れ条件が整えば退院可能

4 検査入院

5 その他



患者調査 (案 )

病院外来(奇数)票

平成
=3年
10月 lS日 2ヽ0日 (指定された1日 )  | ※保Ё所符号

記入上の注意

l※印欄にIま、記フ、しないてくださtヽ
2500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 1.3、 5、 7日の患者について作成してください、

続計法に基づく

基幹統計調査  | 資料2-3-2
厚生労働省

施設番号
｀ H一

患者番号

600床 以上の病院について:ま生年月日の末尾が 3、 5、 7日 の患者について11成してくださいさ

性 l男  2女 (2)出 生年 月日 1 平成  2 日召和  3 大正 4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 当院と同じ都道府県内

当院と|ま別の都道府肝

1

2 都道

府県

(1)外来の種別 初 ,1 通院
診  2 往診

うこ「完

i主診

訪間診療

医師以タトの訪問

l

|

前回診療 (訪間 )

平成 23年 日月

月 ロ
４

　

５

再
来

|

|

|

6

(5)受療の状況

決
想

行
|

|

卜
巫 を
も

ヽ

ヽ
―
―

・
と
‘

畠
ぜ
畠
一

疾

疾

神

の

情

下

‐５

以
」
・

１
　
）す

は

ま

〆
―Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
．――
ト
ーー
ー
．
陽
１１
１
．
―
・
ト
ト
陣

1 傷病の診断・治療 2 正常分娩 (単胎自然分晩)     3 正常IIE娠 。産じょくの管理

l~l:鷺 1群 lT獅
‐ 嗜 理 5予 防接種

(1)主傷病名

1主傷痛名が
~慢
性肝炎 、́肝硬変_又は

~肝
及び肝内胆管の悪性新生物_の場合は、

t該当するものにこ印をつけてください
=

肝疾患 tlD状況

l B型肝炎ウイルス(HBヽ
‐
)F易性

2 C型肝炎ウイルス(Hcヽ )F易性

3 B型月千炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(HCヽア)ともに陽性

4 B型日干炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(HCヽ
‐
)ともに陰 llL

主傷病名が
'卜

傷 (中毒を含む)の場舘ま、該当するものに3印をつ :サてください

明

「
―
―
―
リ

不は

傷

傷

明

又

自

他

不

靖

Ｐ

‐８

」９

ヽ
―
―
―
―
―
―
―
―
ノ

不慮の事故

外傷の原因 角 自動車交通事故

t中毒を含む)12 自転車交通事故

む その他の交通事故

4

5

6

スポーツ中の事故

転倒・転落

1～ 5以 外の原因による不慮の事故

副傷病名 (該当するものすべてにC印をつ :サてください )

01 副傷病なし                                      |
02 糖尿病 (合併症を伴わないもの)07 肥満 (症)      ib 崩塞性末梢動脈疾患  ]
03 糖尿病 (.llL)腎症       08 高脂血症 (1旨質異常症)13 大動脈疾患      |
04 糖尿病 (性 )日長合併症     09 高血圧 (症)       (大 動脈解離、大動脈瘤 )|

05 糟尿病 (.llL)神経障害     10 虚血性 `心疾患    14 曝性腎不全 (1曼性腎臓病 )(
06 03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病 11 脳卒中

       |:[】 fi疾患      |

裏面に続きます。



(6) 診療費等
支払方法

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

医療保険等、
公費負担医
療

介護保険
(介護扶助を
含む)

(医療保険等 )

健康保険。各種共済組合(本人 )

健康保険。各種共済組合(家族)

国民健康保険

退職者医療

(公費負担医療 )

高齢者医療
(後期高齢者医療制度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

、ヽ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
ノ
ン

５

　

　

　

６

　
　

　
　

７

　
　
　
　

８

０

　
　
　
　

０

　
　

　
　

０

　
　

　
　

０

「
　

　

　

ヽ
刊
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの

(7)紹介の状況 1 病院から 2 -11診 療所から 3 歯科診療所から 4 介護老人保健施設から

5 介護老人福祉施設から     6 その他から  7 紹介なし

(8)来院時の状 i兄

1 通常tr9受診

救急の受診

〕
)

l

(「 2」 又は「3」 の場合は、

診療時間内の受診 2

どちらかに○印をつけてください

診療時間外の受言)



摯
赫

法
統
計
幹
統
基

患者調査 (案 )

記入上の注意

l ※印欄には、記入しないでください,

病院 (偶数)票
平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された1日 )

2 500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 0、 2、 4、 6、 8、 9日 の患者について作成してください。

3 600床以上の病院については生年月日の末尾が 0、 1、 2.4、 6、 8、 9日 の患者について作成してください

どちらかにOをつけてください 1 入  院  1 2 外  来

資料2-3-3

厚生労働省

※保健所符号

施 設 番 号 H―

調 査 票 番 号

この調査票に記入した患者数 1     人

患者番号 性 出 生 年 月 日

1 1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年         月         日

5 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

6 1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年         月         日

7 1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年         月         日

8 l 男  2 女 1  平成   2  昭千日   3  大正   4  明
'台

年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 昭千日  3 大IE  4 明,台 年      月     日

10 1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月        日

1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年         月         日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月         日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

19 1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年      月     日



①
統計法に基づく |
基幹統計調査

記入上の注意

※印欄には、記入しないでください

者調査 (案 )
.般診療所票
〕IS'19・ 21日 (指定さ

一般診療所

平成]3年 10月 lS,19・ 21日 (指定された1日 )    ※保健所符号

資料2-3-4
厚生労働省

施設番号   C―

患者番号

患

(1)性 号リ 1男  2女 (2)出生年月日 : 平成  2昭 和  3 大正  4明 治    年  月  日

(3)患者の住所 1

2

当院と同じ都i宣府県内

当院とは別の都道府県 → | 都道

府県
|

(4)入院・クト来の

種別等

入
院

入院年月日 1

2

平成

昭和
年 月 ロ

初

診

l   j量「完

2  往言タ

３

　

４

再
来

来
通院

往診

5 訪問診療

医師以外の訪問 |―

― ― … … →

前回診療 (言方間 )

平成 23年

月 ロ

6 月 口

(5)受療の状況

主傷病名について
は、発病の型 (倒 :急

性 )、 病因 (Fll:病原体
名)、 部位 (例 :胃噴門
部がん)、 性状 (例 :病

理組織型)等もできる
だけ記入してくださ
tミ _

:5精神疾患_と
ヽ

‐

ム
〓
　

ア
簑
精

以

■
　

ケ
月

神

鵡　　十雄脳

コ　　一　摯

・‐‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
「
「
―
―

‐―
―
―
司
―
―
―
―
―
―
′ン

ます _
下
　
　
″
詢
咋

ヽ
　

　

ル
一　

る
害

哄
想

　

　

　

　

庁

　

　

´ヽ
は

ヽ
晰
用

含む認知症

精神及び行動の障害
・統合夫調症、統合失
調症型障害及び妄想
性障害
・気分:感情[障害
・神経症性障害
・てんかん
・その他の精神及び行
動の障害

眈
糊
ｔ
）

「
．
帯れ
需
輯
・́‐ま‐

く
き神

⊃
遅

知
へ
轄
琳

2

4

6

正常分晩 (単胎自然分晩 )

健康者に対する検査、健康言
'断

その他の保健サービス

3

5

正常妊娠・産じょくの管理

予防接種(査〕 管理

(1)主傷病名

主傷病名が
~慢
性肝炎 _、 肝硬変_又は

‐
肝及び肝内胆管の悪性新生物」の場合:ま、

該当するものにC印をつけてください.

肝疾患の状i兄

l B型 肝炎ウイルス(HBヽ )F易性

2 c型肝炎ウイルス(Hcヽ
‐
)陽性

3 B型肝炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(Hcヽ =)ともに陽性

4 B型肝炎ウイ′レス(HBヽ =)及 びC型 1千炎ウイルス(HcV)ともに陰性

主傷病名が
'卜

傷 (中毒を含む)の場合は、該当するものにC印をつけてくださt

不慮CD事故

クト傷の原因 11 自動車交通事故

(中毒を含む)2 自転車交通事故

0 その他の交通事故

スホーツ中の事故

転倒・転落

1～5以 外の原国による不慮の事故

明

「
―
―
―
リ

不は

傷

傷

明

又

自

他

不

意故

仁
Ⅳ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
〕

ヽ

―

―

―

―

ノ

4

5

6

(2)副 傷病 名(該当するものすべてにC印をつけてください.)
１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

副傷病なし

袴尿病 (合併症を伴わないもの)07

袴尿病 (性 )腎症        08

糖尿病 (性 )眼 合併症      09

糟尿病 (性 )神経障害      10

03～ 05以 外の合併症を伴う糖尿病‖

8E満 (症 )

高脂血症 (月旨質異常症 )

高血圧 (症 )

虚血性心疾患

脳卒中

２

　

３

開塞性末梢動脈疾患

大動脈疾患

(大動脈解離、大動脈瘤 )

1晏性腎不全 (慢性腎臓病 )

精神疾患

その他の疾患

14

15

16

裏面に続きます。＼



(6)診療費等
支払方法

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

(医療保険等 )

01 健康保険。各種共済組合(本人)

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

ｎ
υ 高齢者医療
(後期高齢者医療制度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

医療保険等、
公費負担医
療

02 06

ハ
υ

介護保険
(介護扶助を
含む)

04

Ⅱ

08

９

　

　

０

　

　

１

　

　

２

′―
―

ビ

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助)

その他の公費負担によるもの

ヽ
―

―

―

―

ノ

(7)紹介の状況 1 病院から 2 -lt診 療所から 3 歯科診療所から 4 介護老人保健施設から

5 介護老人福祉施設から     6 その他から  7 紹介なし

(8)来院時の状況 救

ｒ
レ
ビ

３送搬りよこ

多
　
車
は　始

色
一

通常の受診 徒歩や自家用車等による救急の受診

(「 2」 又は「3」 の場合は、

診療時間内の受診 2

どちらかに○印をつけてください

診療時間外の受診

入
院

の

み

(9)病床の種別 1 療養病床 (医療保険適用病床) 2療 養病床 (介護保険適用病床) 3 -般 病床

1 生命の危険は少ないが入院治療を要する

2 生命の危険がある

3 受け入れ条件が整えば退院可能

4 検査入院

5 その他



串
小 者調査 (案 )

歯科診療所票

資料2-3-5

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 D―

患 者 番 号

記入上の注意

※印欄には、記入しないでください :

平成23年 10月 18・ 19・ 21日 (指定された1日 )

く

査

“

綱

法

統

計

幹

統

基

(1)性         別 1 男  2女 |(2)出 生年 月 日 1 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 の 住 所 1 当院と同じ都道府県内

当院とは別の都道府県2 →
道
県
都
府

(4)外 来 の 種 別 初

診

1 通院

2 訪問診療

再

来 i [[警[以外の訪問  }
前回診療 (訪間)月 日

平 成  23 年    月     日

(5)傷 名 傷病名 (下記の傷病名から、該当するもの1つにC印をつけてくださヽ

01  う自虫拓こ(C)

02 歯髄炎 (Pul)、 占髄壊疸 (Pu壊疸)、 歯髄壊死 (Pu壊 死)

03 歯根膜炎(Per)

04 歯槽膿瘍 (AA)、 歯根嚢胞 (ヽ Zヽ)

05 歯肉炎(G)

06 慢性歯周炎(P)

07 歯肉膿瘍 (Gへ )、 そora他の歯周疾患

08 智山周囲炎(PeHco)

09 その他の歯及び歯の支持組織の障害

10 しょく着性漬瘍 (Dd)、 国内炎(Stom)等

‖  その他の顎及び口腔の疾患

12 歯の補てつ (冠、ブリッジ、有床義歯、インフラント)

13 歯科嬌正

14 外因による損傷

15 検査・健康診断 (査 )及びその他の保健医療サービス

6)診 療費等支払方法

ｒ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｔ

自費診療

(保険外併用
療養費を含む)

(医療保険等)

健康保険・各種共済組合(本 人)

健康保険・各種共済組合(家族)

国民健康保険

退職者医療

高齢者医療

(後期高齢者医療制度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

医療保険等、
公費負担医療

介護保険

(介護扶助を
含む )

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｔ

(公費負担医療)

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法(医療扶助)

その他の公費負担によるもの

ヽ
―
―
―
―
ノ



|口路轟甚
1      

患者調査(案 )
病院退院票

平成23年 9月 1日 ～30日

資料2-3-6
厚生労働省

| ※保健所符号 |       |

施設番号  IH―

患者番号  |

記フ、上t/D注意

※印欄には、記フ、しないでください。

(1)性 別 1男  2女 (2)出生年月日 1 平成  2 日召和 3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 当院と同じ市区町村内

当院と|ま別の市区町||→
|

一週

県

都

府 町村

IЪ者の住PFが東京都区部又は政令指定都市 (※ )で、貴院の所在地と区が異なる場舘ま、

|‐ 2_を Cで囲●、区の名称まで記入してください _
(※ )政 令指定都市は、IL幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相慎原市、

新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸市、
岡山市、広島市、北九州市、福岡市をいいます

=

(1),凸 去の入院の有無 i量「完lF月 日 平 成

鉦

ri昌去のフ、院と|ま 、主傷病(※)に関連した貴院における入院であって、退院日が「(5)入院年月
|から遡つて過去30日 以内の場合に限 :′ますt(退院年が平成の場合のみ=)
| (※ )主傷病と|ま、 (7)受療の状況_の

‐
(1)主傷病名_に記載する疾患をいいます

=

ヽ

―
―
―

ロ

(5)入院年月日 1 平成
2  昭和

口月年

(6)'量「完月二月日 平 成 年  9 ロ月

「15精神疾患 と́
は、以下の疾患をいい
ます。

・アルツハイマー病を
含む認知症
・精神作用物質による
精神及び行動の障害
・統合失調症、統合夫
調症型障害及び妄想
性障害
・気分:感情[障害
・神経症性障害
・てんかん
・その他の精神及び行
動の障害

(ただし
‐
知的障害く

精神遅i帯 >_lま除きま
す。)

(7)受療の状況

主傷病名について
|ま、発病の型 (例 :急
性 )、 病囲 (倒 :病原体
名)、 部位 (例 :胃噴門
部がん)、 性状 (倒 :病
理組織型)等もできる
だ|十記入してくださ
い _

1 傷病の診断 正常分晩 (単胎 自然分晩 )

健康音に対する情査、健康:'断

正常妊娠・ 産じょくの管理

その他の保障サービス

３

　

５理一官査

２

　
４重

(1)主 傷病名

主傷病名が
‐
慢性肝炎_、

‐
肝硬変_又は 肝及び肝内胆管の悪性新生物この場合は

該当するものにC印をつけてください。

RT疾患の状況

l B型月干イξウイルス(HBヽ
‐
)陽′性

2 C型日干炎ウイルス(HCヽ
‐
)陽・性

3 B型肝炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイ′レス(HCヽ )ともに陽性

4 B型肝炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(HCヽ・)ともに陰性

主傷病名が
'卜

傷 (中毒を含む)の場合は、該当するものにC印をつけてください。

不慮の事故

外傷の原因 輌 自動車交通事故

(中毒を含む)2 自転車交通事故
0 その他の交通事故

4

5

6

スホーツ中の事故

転倒・転落

1～5以外の原因による不慮の事故

利

；

．

は

傷

傷

明

又

自

他

不

意故
（口
』
Ｅ
Ｕ

―ヽ

リ

(2)副 傷病名 (該当するものすべてにO印をつIサてください=)
01 副傷病なし
02 糖尿病 (合併症を伴わないもの)07 1巴満 (症)      12 閉塞性末梢動脈疾患
03 糖尿病 (性 )腎症       08 高脂血症 (脂質異常症)13 大動脈疾患
04 糖尿痛 (性 )日艮合併症     09 高血圧 (症 )       (大 動脈解離、大動脈瘤 )

05 糖尿病 (性 )神経障害     10 虚血性心疾患    14 慢性腎不全 (慢性腎臓病 )
06 03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病‖ 脳卒中        15 精神疾患

16 その他の疾患     |

裏面に続きます工vリ



(8)診療費等

支払方法

該当するものすべて
こ0印をつ|すてくださ
tヽ _

なお、弁護保険サー

ビス利用者で、医療保

険等と公費負IB医療

を併用してtヽる場 合

は、それらの両方につ

いて選択してくださ
い _

自費診療

(保険外併用

療養費を含む

●
I
/
(医療保険等 )

健康保険・各種共済組合(本 人)

健康保険。各種共済組合(家族)

国民健康保険

退職者医療

01 高齢者医療

(後期高齢者医療制度 )

労働災害・公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

)

医療保険等、
公費負担医療

介護保険

(′「護扶助を

含む |

＞Ⅱ
″
０９

‐０

＝

‐２

‐３

t公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (措置入院 )

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療 )

生活保護 r_■ t医療扶助 ,

その他の公費負担によるもの

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

(9)病床の種別
１

　

２

　

３

精神病床

感染症痛床

結核病床

4

5

6

療養痛床 (医療保険適用病床 )

療養病床 (介護保険適用病床 )

-11病床

(lo)入 院前の場所 家 EL■

(1 の病院・診 在宅Ettt訪 問言
'療

・訪問看護等)4

その他 (新生児・ 不明等 )

(5_～ 8_の場合は、そυ)所在地について記フ、してください。)

当院と同じ市区町|1内

当院と|ま別の市区町キ■→ 一週
県

都

府

市

郡

|       1区
1       _町 村

5 他の病院・診療所に
'、

院  6 介護老ノ、保健施設にフ、所  7 介護老ノ、福祉施設に入所
8 社会福祉施設に

'、

所

(11)来 院時の状況 救急、の受診

通常の受診

r/

12 救急車によ1'搬送

‐
2_又 :ま 3_t/n場合|ま、

診療時間内の受診

ヽ

(12)手術の有無 1有
可
~→手術口 1駐 年 月 ロ

2無 L 手雨名いずれ
か1つ に

0をする

i 開頭手術

開胸手術

開腹手術

4 筋骨格系手術 (四肢体幹 )

1夏腔鏡下手術

胸腔鏡下手術

その他の内視鏡下手術

経皮的血管内手術

その他

5

6 9

転 帰 1 治癒   2 軽快   3 不変   4 悪 fヒ    5 死亡   6 その他

(11)i量院後の行き先

ヽ
―
―
‐
‐
‐
‐
ノ

死亡．崚合̈‐ま記フ、」
め
場
あ

ｍ
ｐ
じ

在宅医療(訪問診療・訪問看護等)4 その他

11その他 (不明等 )

当院と同じ市区町村内

当院とは別の市区町l・l― 都道       |
府県        |

市

郡

区

町ホ|

他の病院 。診療所に入院
「5 地域医療支援病院・特定機能病院｀
8 介護老ノ、保健施設に入所  9 介:

その他の病院

に入所

10社会福祉施設にフ、所



1 
統計法に基づく |
基幹統計調査

記入上の注意

※印欄には、記フ、しないでくださtヽ

患者調査 (案 )
一般診療所退院票

平成23年 9月 1日 ～30日

資料2-3-7
厚生労働雀

(1)性 別 (2)出 生年月日 1 平成 2 日召和  3 大正 4 明治

(3)患者の住所 当院と同じ都道府県内

当院とは別の都道府県

(1)過去の入院の有無 退院年月日

r過去の続 ョ主 主腑 和 に関連した■「ilこ樹 する入院であ

ョ:4盆 ili∬

院年月 助

〕

|から遡つて過去30日 以内 7・9場 合に限 :りますt(退院年が平成の場
|、  (＼ )主傷病と|ま 、 (7)受療の状況_の

‐
(1)主 傷病名_に記載→

(5)入院年 月日 1 平成
2   日召TEl

(6)退院年月日 23    1「   9   月

(7)受療の状況

主傷病 名について
は、発病の型 (1刊 :急

性 )、 病国 (例 :病原体
名)、 部位 (倒 :胃噴門
部がん)、 性状 (例 :病

理組織型)等もできる
だけ記入してくださ
い 。

15精神疾患_と  ¬
は、以下の疾患をいい

ます。

・アルツ′ヽイマー病を
含む認知症

・神経症性障害   |

h精辞円をび行
|

(ただし
~知
的障害く

精神遅滞 >」 は除きま
す。)

傷病の診断・治療 2 正常 分晩 (単胎 自然 分娩 )

健康者に対する権査、健康言
'断

1査 )

正常妊娠 。産じょくの管理

その他の保健サービス

(1)主 傷病名

重[軍ξ:I[:昴 』
=i撃

:髯lユ
|ま

~肝
及び肝内胆管の悪性新生物.の場合は、

〕

肝疾患の状況

l B型肝炎ウイルス(HBヽ )陽性

2 C型肝炎ウイルス(HCヽ・)陽性

3 B型肝炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイ′レス(Hcヽ )ともに陽性

4 B型肝炎ウイルス(HBヽ )及びC型肝炎ウイルス(Hcヽ
‐
)ともに陰性

主傷病名がタト傷 (中毒を含む)の場合は、該当するものに3印をつけてくださいt

不慮の事故

「  自動車交通事故 4
12 自転車交通事故  5

0 その他の交通事故 6

スボーツ中の事故

転倒・転落

1～ 5以外の原因による不慮の事故

クト傷の原因

(中毒を含む)

刊
―
は

傷

傷

明

又

自

他

不

音
一故
ρ

‐８
し

ヽ

‐―

リ

(2)副 傷病名 (該 当するものすべてにC印をつけてください=)
01

02

03

04

05

06

冨1傷病なし

糖尿病 (合併症を伴わないもの)07 肥満 (症)      12 閉塞性末梢動脈疾患
糖尿病 (性)腎症

糖尿病 (性 )日艮合併症

糖尿病 (性 )神経障害

08 高脂血症 (脂質異常症)13 大動 lFFK疾患

03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病 11 脳卒中

09 高血圧 (症 )

10 虚血性 ,と 疾ヽ患

(大動脈解離、大動脈瘤 )

14 慢性腎不全 (慢性腎臓病 )

15 精神疾患

16 その他の疾患

裏面に続きます』



(8) 診療費等

支払方法

該当するものすべて
にO印をつ:すてくださ
い 。

なお、介護保険サー
ビス利用者で、医療保
険等と公費負担医療
を併用している場合
は、それらの両方につ
いて選択してくださ
い 。

自費診療

(保険外併用

療養費を含む )

医療保険等、
公費負担医
療

介護保険

(介護扶助を

含む )

I(医療保険等 )
01 健康保険・各種共済組合(本ノ、)

02 健康保険。各種共済組合(家族 )

03 国民健康保険

04 退職者医療

高齢者医療

(後期高齢者医療制度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

07

Ⅱ (公費負担医療 )

09 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
10 障害者自立支援法(育成医療、更正医療 )
‖ 生活保護法 (医療扶助 )
12 その他の公費負担によるもの

―

ン

(9)病床の種別 1 療養病床 (医療保険適用病床)2療 養病床 (介護保険適用病床)3-般 病床

(10)入院前の場所 家 rti

〔1 当院 |二通院 2他 の病院・診療所に通院 3在 宅医療働間言多療・訪問看護等)4その他 〕
5 他の病院・診療所に入院 6 介護老ノ、保健施設に入所 7 介護老人福祉施設に入所
8 社会福祉施設に入所   9そ の他 (新生児・不明等 )

(H)来 院時の状況

1 通常の受診

救急の受診

「 2 救急車により搬送  3 徒歩や自家用車等による救急の受診
〕

)

1

(「 2」 又は「3」 の場合は、

診療時間内の受診 2

● ちらかにO印をつけてください

診療時間外の受診

(12)手術の有無 :

2

手 術 日

手術名

いずれか
1つにO
をする

平成

開頭手術

開胸手術

開腹手術

筋骨格系手術 (四枝体幹 )

腹腔鏡下手術

胸腔鏡下手術

その他の内視鏡下手術

経皮的血管内手術

その他

７

　

８

(13)転帰 1 治癒   2 軽快   3 不変   4 悪 fヒ   5 死亡   6 その他

(14)退院後の行き先

ヽ

―

―

―

ノ

」崚轟̈』
の
場
あ

い
の
は

′
―

家庭

〔1 当院に通院 2他 の病院・診療所に通院 3在 宅匡嶽訪問言夕療・訪問看護等)4その他 〕
他の病院・診療所に入院

〔5地域医療支援病院・特定機能病院    6そ の他の病院   7診 療所  〕
8 介護老人保健施設に入所 9介護老人福祉施設に入所
10社会福祉施設に入所  11そ の他 (不明等 )



資料 2-4

平成 23年に実施する患者調査 新旧対照表 案
／

１

＼

・病院入院 (奇数)票
・病院外来 (奇数)票
0病院 (偶数)票
・一般診療所票

・歯科診療所票

・病院退院票

0-般診療所退院票

厚生労働省



新・23年調査(案 ) 旧・20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指定された1日 ) 調査実施日の変更

(3)患者の住所

131 患者の住所
| : 
喜魔を層鰈

|    1需置 |      |!: |      |[:本 寸

甲甲黎頸聯躙職  |
ヽ
■
＝
＝
＝
ノ

(3)患者の住所 ○記入しやすいように選択肢の表記を
変更。
○回答の精度向上のため、注釈を追加
する。
調査事項に変更なし

(4)入院年月日

(4)入院年月日 l  入院年月日  1   平成
日ぅ   口を稀        年    月

(4)入院年月日等

等

ヽ
‐
‐
‐
‐
―
―
―
ノ

入院年 月日  1  平成
年    月   日2   日召和

過去の入院の有無 ‐ | ‐ ||
「

有 →

2無 | ‐

■退院年月日 1■  :  :

|1平成 11 年| 1 月| : ロ

○項目名の変更

○過去の入院の有1〔の削除
再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と併せて
把握した方が、地域特性に応した医療
提供体制の整備等、医療行政への活用
により有効であるため退院票へ追加し、
記入者負担軽減のため入院票からは削
除する。

(5)受療の状況 (5)受療の状況 0肝疾患の1大況のi豊加
肝炎対策基本法(平成22年 1月 施
行)に基づき、肝炎の総合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の忠者教′)把
握は重要であるが、現行の主傷病名の
みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になり回答の
精度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更.調査事項に変
更なしぃ

○鳳1傷病名
「糖尿病 (性)網膜症」→「糖尿病 (性 )
眼合併症」(主傷病名の分1預に統一)
「糖尿病 (1」i)足病変」(出現数が少な
いため削除)
「03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病J
(「糖尿病 (171i)足病変」を肖1除したため
選択肢番号を変更)

○注釈
副傷病については設間と重複するた
め注釈を削除。
「
llli神疾患」について、簡潔に整理。

―-1-



西

新・23年調査 (案 ) 1日・20年調査 変更理由等

肖1除

(6)透析治療の状況

(6)透析治療の 1  1  維持透析治療中 2  その他の透析治療中 3  治療なし 4  不明

〔」1を骨霧讐
間
〕

医療施設静態調査において、それぞ
れの医療施設における人工透析の1か
月間の件数の把握を行っている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。l15査の重複を見
直し、記入者負担軽減を図る観点から
肖1除する。

(6)診療費等支払方法

6)診療費等
支払方法

該当するもの
す

^て
にO印を

つけてくださしヽ

なお、介護保険
サニビス利用者
で、医療保険等
と公費負担医療
を併用している
場合は、それら
の両方について
選択してくださ
い 。

1自 費診療
(保険外併用
療養費を含む)

2医療保険等、
公費負担医療

介護保険
(介護扶助を
含む)

６
１
ｏｌ
ｏｌｌ
ビ

ヽ

―

―

―

―

ノ

オ Ⅱ

I (医療保険等)

健康保険=各種共済組合(本人)  05

健康保険。各種共済組合(家族)  06

国民ltr康保険        07

退職者医療         08

(公 7セ負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

精神保llt及び粁:神障害者福ねLに関する法律 (措置入院)

障害者自立支援法 (育成医療、更生医療)

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公イセ負担によるもの

ヽ
「

―

―

―

ノ

(7)診療費等支払方法

(7)診療費等
支払方法

該当するもの
す

^て

を選択し
てください。 1

くなお、介護保険
サービス利用者
で、医療保険等
と公費負担医療

傷讐l:IR:
の両方について
記入してくださ‐

い 。

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2医療保険等、公費負担医

3介護保険
(介護扶助を含む)

(医療保険等)

01今日1攣保険綺会宵挙摯事堡囃本人)

02全国IL康保険協会管摯lt康保険(家族)

03健康保険組合(本人)i

04健康保険組合 (家族)

05各種共済組合 (本人)

06各種共済組合 (家族)

07国民健康保険

Ⅱ (公〕t負担医療)

08退職者医療(本人)

09退職者医療(家族)

10高齢者の医療の確保に関する法律

11労 llIJj災害・公務災害

12自 動車lrlttn音償保障法

13その他

ヽ
―

―

―

―

ノ

法る期

抑　制
却　
酬

感

精

生

そ

仁

匡

Ｆ

Ｆ

υ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担軽減を図るため、選択肢を統合
O「全国健康保険協会管掌健康保険」、
「
lllt康保険組合」、「各種共済組合」→
「健康保険・各種共済組合」
○「退職者医療 (本人)」 、「退職者医療
(家族 )」→「退職者医療」

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査課「医療費の

動向」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又は‖i
足説明を追加
○「高齢者の医療の確保に関する法律」
→「高齢者医療 (後期高齢者医療制
度)」
○「精神保健及び精神障害者福祉に関
する法律」―「(措置入院)」 を追加

入院と外来、又は、病院と診療所を合
算した全数を把握するため、他の調査
票と合わせ選択Л支を追加l
O「 F章害者向立支援法 (育成医療、更生
医療 )」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変 IIII

(7)病床の種別

(7)病床の種別 1         1 精神病床      4 療養病床 (医療保険適用ril床 )

2 感染症病床     5 療養病床 (介護保険適用病床)

3 結核病床      6 -11病 床

(10)ソ商,マ′)fJlttll

(10)病床の種別 i 精劇:病床
ｒ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ヽ
[繹療養病棟 〕
感染症病床

結核病床

5  療美病床 (医療 1暴険,適用病床)

6  療養病床 (介護保険適用病床)

7  ●般病床

老人性認知症疾患療養病棟を有する
施設の減少により、出現数が少ないこと
から「17i神病床」として統合整理する。

※老人性認力1症疾患療養病棟…・介護
サービス施設・事業所調査で把握可。

(9)来院時の状況 (9)救急の状況 ○項目名の変更
救急での来院か否か、また、1文急であ
る場合は来院の手段や時間帯等、来院
時の状況を総合的に把握する調査項目
であるため。
○選択肢がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診」→「徒歩や自家用
車等による1文急の受診」
「1～ 3以外」→「通常の受診」

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度
が落ちるため、来院の手段と時間帯を段

階的に回答するよう選択肢を分ける。

(10)入院の状況 1 1   '生命の危険は少ないが入院治療を要する 4  検査入院

躍 1111〕 | :   言[1「1#lLぇ ば退院可能        5   

その他

(10)入院の状況

(H)入院の状況 1 1   生命の危険ほ少ないが入院治療t手術を要する1   4   検査入院
2   生命の危険がある                 5   その他

3   受け入れ条件が整えば退院可能

(H)入院の状況 ○「生命の危険は少ないが入院治療を
要する」
「手術」は「入院治療」に含まれるため

削除する。

○注釈   ‐

回答する時点を明確にするため追加
する。
調査事項に変更なし

-2-



新・23年調査(案 ) 旧。20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指定さオtた 1日 ) 調査実施日の変更

(3)患者の住所

(3)患者の住所
喜震:目旨認瓢弊責→|    1需資

(3)患者の住所

(3)患者の住所
儒震i層鼎踊瞥職→|    1需資

記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更なし

(4)外来の種別

(4)外 来の種別 初

診
院
診
通
往

再

来

３

４

５

６ ][設策の訪J
前回診療 (訪間)月 日
平成 23年    月     日

(4)外来の種別

(4)外来の種別 初
診

院
診
通
往

再

来

[『政策の訪」|~~~一一一―→前日診療 (訪問)月 日平成 20年    月     日

調査時期に合わせ「平成23年」へ変更。
調査事項に変更なし。

(5)受療の状況 (5)受療の状況 ○肝疾患の状況の追加
肝炎対策基本法 (平成22年 1月 施
行)に基づき、肝炎の総合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は重要であるが、現行の主傷病名の
みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると

'頂

雑になり回答の
相i度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査事項に変
更なし。

Or.ll傷病名
「糖尿病 (性)網膜症」一「糖尿病 (性 )
眼合併症」(主傷病名の分類に統一)
「糖尿病 (性)足病変」(出現数が少な
いため削除)
「03～05以外の合併症を伴う糖尿病」
(「糖尿病 (IL)足病変」を削除したため
選択肢番号を変更)

○注釈
副傷病については設間と重複するた
め注釈を削1除。
「精神疾患」について、簡潔に整理。

-3-



新・23年調査 (案 ) 1日・20年調査 変更理由等

削除

(6)透析治療の状況

1  維持透折治療中 2  その他の透析治療中 3  治療なし 4  不明

医療施設静態調査において、それぞ
れの医療施設における人工透析の1か
月間の件数の把握を行つている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担軽減を図る観点から
削除する。

(6)診療費等支払方法

6)診療費等
支払方法

自費診療
繰 険外lll・用
療養費を含む)

I (医療保険等)

榔
づけてくださしヽ 医療保険等、

公費負担医療

05

、06

07

08

ヽ
「

―

―

「

ノ

なおt介護保険

尊薔梨晨専
‐

と公費負担医療
を併用している

窃禽勢1鶏 :

選択してくださ
い 1  .    1

介護保険
(介護扶助を
含む)

I (公費負担医療)

観
匡
ｒ
Ｐ
υ

感染症の予防及び感染症の患者に対1~る医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療:精神通院医療)

生活保言

“

法(医療扶助)

その他の公71負担によるもの

ヽ
―

―

―

―

ノ

(7)診療費等支払方法

(7)診療費等
支払方法

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

I (医療保険等)

:葛訛
てください。

08退職者医療(本人)

09退職煮医療(家妹)

なお、介護保険
ザ■ビ

^和

l用者:
で、医療保険等
と公費負担医療
を併用している
場合は、それら
の両方につぃて
記入してくださ
い 。

2医療保険等、公費負

3介護保険
(介護扶助を含む)

10高幹者め饉凛の確らに関する法律

11労 lWl災害。公務災害

12自 動車損害賠llt保障法

13その他

I (公 71負担医療)

こ
ｒ
１１
１
‐ド
で

感染症の予防及び感染症の思者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法

生活保護法 (医療扶助)

その他の公費負担によるもの

ヽ

１

１

１

１

ノ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担軽減を図るため、選択肢を統合
○「全国健康保険協会管掌健康保険」、
「健康保険組合」、「各種共済組合」→
「F/tt康保険・各種共済組合」
○「退職者医療 (本人)」 、「退職者医療
(家族)」 →「退職者医療」

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査課「医療費の
動向Jで把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又は補i
足説明を追加
○「高齢者の医療の確保に関する法律」
マ「高齢者医療 (後期高齢者医療制
度)」
○「障害者自立支援法J→「(育成医療、
更生医療、精神通院医療)」を追加

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更

(8)来院時の状況

(8)来院時の状況 救急の受診

:: 通常の受診 〔

(9)救急の状況

|IⅢ Ⅲ 続 卜競 |〔 1鎌ヨこより縦 ‐ 2救膚ψ小来を零診 :診泰←門外|=謝 |■ |メ

^

ヽ
１
１
■
■
ノ一̈一一一一

ｒ
ト
ト
ト
ヽ

○項目名の変更
救急での来院か否か、また、救急であ
る場合は来院の手段や時間1杵等、来院
時の状況を総合的に把握する調査項目
であるため。
○選択肢がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診J一「徒歩や自家用
車等による1文急の受診」
「1～ 3以外」→「通常の受診」

0回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度
が落ちるため、来院の手段と時間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。

-4-



新。23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18・ 19・ 21日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21・ 22・ 24日 (指定された1日 ) 調査実施日の変更

(3)患者の住所

(3)患者の住所 当院と同じ都道府県内
当院とは月1の都導府県→

¬       1 譜鷲

(3)患者の住所 記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更なし

(4)入院・外来の種別等

(4)入院・外来の
種別等

入
院

入院年月日 成
和
平
昭

年 月 日

外

来

初

診
院
診
通
往

再

来 : 胴  謹辞設奔の訪問}~ 前回診療 (訪問)月 日平成 23年  月  日

(4)入院・外来の種別等

の
　
ヽ
「
―
―
＝
＝
＝
「
―
ノ

入
院

入院年月日
  1語 籍       年    月    日

適 云 r/J人断の有蕪

|||

1 :有 →

2 無

退院年月日

平成  J年 : 月  日

外

来

初

診
院
診
通
往

再

来 程鯵  :  鷲器政策の訪問
}二

３

４

前回診療 (訪問)月 日
平成20年  月  日

○過去の入院の有無の削除
再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と併せて
把握した方が、地域特性に応じた医療
提供体制の整備等、医療行政への活用
により有効であるため退院票へ追加し、
記入者負担軽減のため一般診療所票
からは肖1除する。

○調査時期に合わせ「平成23年」へ変更c
調査事項に変更なし。

(5)|そ療υ)1た ,兄 (5)受療の状況 01千疾患の状況の追加
1干炎対策基本法 (平成22年 1月 施
行)に基づき、‖干炎の総合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は重要であるが、現行の主傷病名の
みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になり回答の
精度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査事項に変
更なし。

○副傷病名
「糖尿病 (性)網膜症」―「糖尿病 (性 )
眠合併症」(主傷病名の分類に統一)
「糖尿病 (性 )足病変」(出現数が少な
いため削除)
「03～05以外の合f井症を伴う糖尿病」
(「糖尿病 (性)足病変」を削除したため
選択1支番号を変更)

○注釈
副傷病については設間と重複するた
め注釈を削除。
「精神疾患」について、簡潔に整理。
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新・23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

削除

(6)透析治療の状況

1  維持透析治療中  2  その他の透析治療中 3  治療なし 4  不明

医療施設静態調査において、それぞ
れの医療施設における人工透析の1か
月間の件数の把握を行つている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担軽減を図る観点から
削除する。

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

:該当するもの|
す
^で

に0印″
|?|す

`く

ギ11ヽ |

1鉾み辮野
でtl医療保険等

:雛響 |

mξ l

lい。・
   :: i

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

医療保険等、
公費負担医療

介護保険
(介護扶助を
含む)

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

６
１
。―
。――
ビ

ヽ
―
―
―
―
ノ

∩
匡
ｒ
Ｐ
ｕ

I (医療保険等)

健康保険・各種共済組合体人)

健康保険,各種共済組合(家族)

国民健月モ保険

退職者医療

I (公費負担医療)

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更
=医
療t精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの

(7)診療費等支払方法

(7)診療費等
支払方法

1該当するもの
すべてを選択し
てくださしヽ

疑 辮
で、医療保険専|
と公費負担医療
を併用してしち :

場合は、それら
の両方にういて
記入してくださ
い 。

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2医療保険等、公費負

3介護保険
(介護扶助を含む)

(公費負担医療 )

ヽ
―

―

―

―

ノ

―法るす
　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

開

一̈
　・

だ

匡

Ｈ

Ｆ

Ｆ

史

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担軽減を図るため、選択肢を統合
○「全国健康保険協会管掌健康保険J、
「健康保険組合J、「各種共済組合」→
「健康保険。各種共済組合」
○「退職者医療 (本人)J、「退職者医療
(家族)J→「退職者医療」

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値 ・̈保険局調査課「医療費の
動向」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又はlll
足説明を追加
○「高齢者の医療の確保に関する法律」
―「高齢者医療 (後期高齢者医療制
度)」
○「障害者自立支援法J→「(育成医療、
更生医療、精神通院医療)」を追加

一般診療所においては出現しないた
め削除
○「精神保健及び精神障害者福僣Lに関
する法律」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更

来院口寺σ)1大況 (9)1文急の状況

11,||あⅢI‐ |1急 〔1教年,により書挙 :事魯分来を零診 :1農||ふ|1調 ||:||'|^

[響]

○項目名の変更
1文急での来院か否か、また、救急であ
る場合は来院の手段や時間帯等、来院
時の状況を総合的に把握する調査項目
であるため。
○選択肢がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診」→「徒歩や自家用
車等による救急の受診J
「1～ 3以外」―「通常の受診」

○回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度
が落ちるため、来院の手段と時間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。

(10)入 院の状況

(10)入院の1大況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療を要する    4  検査入院

[11彙髯]]卜|‖ :言[1「1懲Lぇ¨能 5例

(H)入院の状況

(H)入院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療、手術を要する    4   検査入院

2   生命の危険がある                 5   その他

3   受け入れ条件が整えば退院可能

○「生命の危険は少ないが入院治療を
要する」
「手術」は「入院治療」に含まれるため
削除する。

○注釈
回答する時点を明Ftにするため追加
する。
調査事項に変更なし '
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新・23年調査 (案) 1日・20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18・ 19。 21日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21・ 22・ 24日 (指定された1日 ) 調査実施日の変更

(3)患者の住所

(3)忠者の住所 当院と同じ都道府県内
当院とは別の都道府県→

|    1需 資

(3)患者の住所 記入しやすいように選択肢の大記を変更。
調査事項に変更なし

(4)外来の種別

(4)外来の種別 初

診
通院
訪問診療

再

来 疱以外の訪:}~ 前回診療 (訪間)月 日平成‐23年 月 日

(4)外来の種別

(4)外来の瓶別 初

診
通院
訪間診療

再

来

３

４

５ 絣以外の訪間}~ 前回診療 (訪間)月 日平成 2b年  月   日

調査時期に合わせ「平成23年」へ変更。
調査事項に変更なし。

(6)診療費等支払方法

6)診療費等
支払方法

該当するもの
すべてにO印を
つけてください。

なお、介護保険
サ
=ビ
ス利用者

で、医療保険等
と公費負担医療
を併用している
場合は、それら
の両方について
選択してくださ
い 。

自費診療
(保険外,F用
療養費を含む)

2医療保険等、
公費負担医療

介護保険
(介護扶助を
含む)

６
１
ｏ
ｌ
ｏｌｌ
ビ

ヽ
―

１

１
１

ノ

∩
匡
ｒ
Ｐ
υ

I (医療保険等)

健康保険:各種共済組合(本人)  05

健康保険・各種共済組合(家族)  06

国民lr/11廉 保険        07

退職者医療         08

I (公費負担医療)

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療)

生活保護法 (医療扶助)         ・

その他の公費負担によるもの

ヽ
―

―

―

―

ノ

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

なお:介護保険
サービス利用者
でt医療保険等
と公費負担医療
を併用している
場合は:それら
の両方について
記入してくださ
し、

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

(医療保険等)

01全国腱nt保険協会管攀

“

藤保険(本人)

02全国轟藤保険協会管桑薇晨保険(家族)

03摯康保険組合(|^'

pl梓戻凛豪組答
'莉

|
t     ‐ ■     |    `

05各種共済組合(本人)

06各種共済組合(家族)

07国民lltr康保険

2医療保険等、公費負担医

3介護保険
(介護扶助を含む)

08退職者医療(本人)

09退職者医療(家族)

10高齢者の医療め減保に関する法lt

‖労lJll災害・公務災害

12自 動車損害賠償保障法

13その他     ｀

ヽ

―

１

１

１

ノ

４

　

　

５

　

　

６

　

　

７

仁

Ｈ

Ｆ

Ｆ

υ

Ⅱ (公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法

生活保護法(医療扶助)

その他の公費負担によるもの

おおまかなlFl向が把握でき、記入者負
担lLRL減を図るため、選択肢を統合
○「全国ltr康保険協会管lζ健康保険」、
「健康保険組合」、「各rlTl共済組合」一
「ltt康保険・各種共済組合J
O「退職者医療 (本人)」 、「i量職者PX~療
(家族)」→「退職者医療」

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査F果「医療費の
動向」で把握可.

正式名称ではわかりにくい選択1支につ
いて、一般的な1絆式名称に変 rt又は補i
足説明を追加
○「高齢者の医療の確保に関する法律」
→「高齢者医療 (後期高齢者医療制
度)」
○「障害者自立支援法」→「(育成医療、
更生医療、精11通院医療)Jを追加

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更
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新・23年調査(案) lE・ 20年調査 変更理由等

平成23T_9月 1日～30日 平成20年9月 1日～30自 調査実施日の変更

(3)患者の住所

:TT所 ||1等甲翻郵鶉t=コ鮨匡量量|    1需村
ハ
ーー
＝
ｌｌ
ｌｌ
ｔ

ハ
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ
ＩＩ
ソ

(3)忠者の住所 0記入しやすいように選択肢の表記を
変更。      1
0回答の精度向上のため、注釈を追加
す祝. 1  1
調査事項に変更なし 、

(4)過去の入院の有無

(4)過本の入院 1  1:‐  有
―

退院年月日 平成
の有無   1  2 無

′
ｌ

１

１

１

ヽ

緩 の入は 主傷瓢刈

…

た貴開疇 隔 入院
…

羅
嘗

院

T胸
〕

から週つて過去30日 以内の場合に限ります。(退院年が平成の場合(
(※)主傷病とは、「(7)受療の状況」の「(1)主傷病名Jに記載するI

新規

再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と併せて
把握した方が、地域特性に応じた医療
提供体制の整備等、医療行政べの活用
により有効であるため、入院票から肖1除
し退院票に追加する。

(5)入院年月日、(6)退院年月日

(5)入院年月日 成
和
平
昭

年 月 日

(6)退院年月日
月 日

(4)入院。退院年月日

(4)入院・退院
年月日 入院年月日

成
　
和

平
　
昭

１

´
　

　

２

年   月   日 退院年月日 コら

"0年

 9月   日

○項目の分割

0調査時期に合わせ「平成23年」へ変更。
調査事項に変更なし。

|

ヽ
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新・23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

(7)受療の状況 (5)受療の状況 ○肝疾患の状況の追加
肝炎対策基本法 (平成22年 1月施
行)に基づき、肝炎の総合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は重要であるが、現行の主傷病名の
みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になり回答の
精度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査事項に変
更なし。

○副傷病名
「糖尿病 (性 )網膜症」→「糖尿病 (性 )
眼合併症」(主傷病名の分類に統一)
「糖尿病 (性 )足病変」(出現数が少な
いため削除)
「03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病」
(「糖尿病 (性 )足病変」を削除したため
選択肢番号を変更)

○注釈
副傷病については設間と重複するた
め注釈を削除。
「精神疾患Jについて、簡潔にlζ理。

削除

(6)がん治療の有j唾

有
―
1 1化学療法  放射線治療

無    |       〔
2体外11'1  3腔 内・組織内照射  4そ の他 〕

医療施設静態調査において、放射線
治療及び外来化学療法の実施状況の
把握を行つている。また、社会医療診療
行為別調査において、放射線治療ごと
の詳細な件数の把握を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担軽減を
図る観点から削除する。

(8)診療費等支払方法

(8)診療費等
支払方法

:該当するもの
すべてにO印を
つけてください。

なお、介諄保険
サ■ビ不利用者
でt医療保険等
と公費負担医療
を併用している .
場合1ま :それら :

毬夏認 き,|
|||||1111

自費診療
(保険外併用
療養71を含む)

医療保険等、
公費負担医療

介護保険
(介護扶助を
含む)

６
１
ｏ
ｌ
ｏｌ
ｎビ

ヽ

―

―

―

―

ノ

> Ⅱ

I (医療保険等)

健康保険・各種共済組合(本人)

健康保険:各種共済組合(家族)

国民健康保険

退職者医療

(公費負担医療)

感染症の予防及び感染症の忠者に対する医療にPllする法律

精神保健及び精神障害者福1日こ関する法律 (措置八院)

障害者自立支援法(育成医療、更生医療)

生活保護法(医療扶助)

その他の公費負担によるもの

ヽ
「

―

―

―

ノ

０

０

０

０

(8)診療ア1等支払方法

)診療rt等
支払方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

簿饒
み異質量奎纂|
を併用している|

毅構 :

い 。      |

自費診療
(保険外lll月 ]療養費を含む)

1 (医療保険等)

政府管掌健康保険(本人)

政府管掌健康保険(家族)

健康保険組合(本人)

健康保険組合(家族)

争呼拳煮1倉 (本ハ)
各種共済組答(家族)

国民健康保険

I (公費負担医療 )

21=療保険等、公アセ負担医

3介護保険
(介護扶助を含む)

01

02

03

04

05

06

07

08退職者医療(本人)

09退職者医療(家族)

10高齢者の医療の薇保に関する法fI

‖労働災害・公務災害

12自 動車損害賠償保障法

13その他

ヽ

―

―

―

―

ノ

律

　

　

ヽ

法る関

　̈̈
感

精

生

そ

こ
Ｆ
１ｌ
Ｌ
Ｆ
で

おおまかなlLm向 が把握でき、記入者負
担軽減を図るたy)、 選択肢を統合
○「政府管掌lllt[に 保険」、「健康保険組
合」、「各種共済組合J→ 唯 廉保険・各
饉共済組合」
○「退職者医療 (本人)」 、「退職者医療
(家族)J→「退職者医療」

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値 ・̈保険局調査課「医療費の
動向」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又は補
足説明を追加
○「高齢者の医療の確保に開する法律J
→「高齢者医療 (後期高齢者医療制
度)」
○「精神保健及び精神障害者福祉に開
する法律」→「(措置入院)」を追加

入院と外来、又は、病院と診療所を合
算した全数を把握するため、他の調査
票と合わせ選択肢を追加
○「障害者自立支援法 (育成医療、更生
医療 )」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更
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新・23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

(9)病床の種別

(9)病床の種別 1         1 精神病床      4 療養病床 (医療保険i直用病床)

2 感染症病床     5 療養病床 (介護保険適用病床 )

3 結核病床      6 -般 病床

(9)病床の種別

(9)病床の種別

1 

精神病床

 〔:  :分昔II[看曇
「
拳病棟

 〕  : 
「
重[1昇璽[俊[I信儒|

3  感染症病床            7  -般 病床

4  結核病床

老人性認知症疾患療養病棟を有する
施設の減少により、出現数が少ないこと
から「精神病床Jとして統合整理する。

※老人性認知症疾患療養病棟…・介護
サービス施設・事業所調査で把握可。

(10)入院前の場所

・言,力颯再斤に罰椰売   3′ rtl■療(11‖
"診

療・訪‖|■ 11等 )

9その他 (新生児・不明等)

|11「111:,1の

'合

lす
|そ?所在地に?いて手入してくだ|い3)

当院と同じ十歯叶村内  ■ ‐ | | |

苛Ψ7.□驚‐□ 1‐ □ 鷺

(10)入院前の場所

⑩奪躊静
)|♂
[虚踏揺攪1診濡l蜆覧勒 儡施事IWG∵

H施
毅程霊為事l猾 〕

8社会福祉施設に入所     9そ の他 (新生児・不明等)

入院前の場所→医療機関→転帰→退
院後の行き先という流れを地理的にも詳
細に把握するため入院前の所在地を追
加し、「医療提供体制の確保に関する基
本方針J(平成19年 3月 30日 告示)に基
づく医療計画の策定のための基IIt資料
とする。

来院時の1太況

|や|||■ |[
3 徒歩や自家用

(「2J文 |ま
「
11っ場合l:、 しヽすれ力Jこ○印をつl'そくたきい1‐ )

レ      1    ‐   .               :    |
1 診療時間内め受診  2 診療時間外の受診

(H)1文急の状況

,1)救
急の状況
1 
救
争 〔1救争車により撃誉  1救急今幣 受診 3´暴|1今あ豊罰

‐
14113以|

暑群〕

○項目名の変更
救急での来院か否か、また、救急であ
る場合は来院の手段や時間帯等、来院
時の状況を総合的に把握する調査項目
であるため。
○選択肢がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診」―「徒歩や自家用
車等による救急の受診」
「1～ 3以外J→「通常の受診」

○回答方法の変更
fl複回答では煩雑になり結果の粁i度
が落ちるため、来院の手段と時間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。

(14)退院後の行き先

(14)退院後の
行き先 院に通院  2他の病院・診療所に,亜院  3在 t医療(1方問f'療・‖方出ri饉等)4その他

11その他 (不明等 )

||||:||IⅢ I■ⅢII所在ⅢⅢⅢャヽそ誨

^Ⅲ

k湊||'・・ ■|
二農L高し希圭轟轟

^||||■

|||||| | |   ‐  | |‐ ||:11‐■当院と同じ市区町村内 ● : : | |■   ‐   ‐

11:7,1,T,7∵|□‐愕責IEコ 嘉11‐Eヨ 島

〔5地域医療支援病院・特定機能病院

`人

福埋藉撃忙実辱
院   7診 療所  〕

8介護老人保健施設に入所  9介護
"10社会福祉施設に入所

(13)退院後の行き先

(13)退院後の
行き先

ヽ
―

―

―

―

ノ¨̈̈
』

1当院に通院  2他の病院・診療所に通院  3在宅医療(11間イク療・I方問■11甘)4その他 〕
他の病院・診療所に入院

(5地域医療支援病院・特定機能病院
と人福:L籠事仕実堺

院   7診 療所  〕
8介護老人保Flt施設に入所  9介 護ラ
10社会福祉施設に入所   11その他 (不明等)

入院前の場所―医療機関-1云りil→ i量
院後の行き先という流れを地理的にも詳
紹用に把握するため退院後の所在地を追
加し、「医療提供体制の確保に関する基
本方針」(平成19年 3月 30日 告示)に基
づく医療計画の策定のための基礎資料
と→
~る
。
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__血 型 言外

新・23年調査(案 ) 1日・20年 J・3査 変更理由等

平成23年9月 1日 ～30日 平成20年 9月 1日 ～30日 調査実施日の変更

(3)患者の住所

(3)患者の住所 当院と同じ都道府県内
当院とは別の都道府県 ―→

|       1 需資

(3)患者の住所 記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更なし

(4)過去の入院の有無

(4)過去の入院 1  1  有
―

i量院年月日 平成
の有無   1  2 無

〔
:翻

馨
手 需 ‖ 請 鶴 鮮 祓 謂 I』 1院

年月剛

〕

新規

再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と併せて
把握した方が、地域特性に応じた医療
提供体制の整備等、医療行政への活用
により有効であるため、一般診療所票か
ら肖1除し退院票に追加する。

(5)入院年月日、(6)退院年月日

(5)入院年月日 成
和
平
昭

年 月 日

(6)退院年月日
平 成  23 年 9 月   日

(4)入院・退院年月日

(4)入院・退院
年月日 入院年月日

1  平成
年   月   日

2   口召千ロ
退院年月日 平成20年 9月   日

○項目の分割

○調査時期に合わせ「平成23年」へ変更。
調査Jf項に変更/L・し。

(7)受療の状況 (5)受療の状況 01千疾患の状況の追加
nf・炎対策基本法 (平成22年 1月 施
行)に基づき、肝炎の総合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は Ifa‐要であるが、現行の主傷病名の
みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回各方法が異なると煩41Fになり回答の

輝1度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査Jf項に変
更なし。

○副傷病名
「糖尿病 (性 )網膜症J→「糖尿病 (性 )
nRttljl・症」(主傷病名の分類に統一)
「糖尿病 (性)足病変」(出現数が少な
いため肖1除 )
「03～ 05以外の合併症を伴う糖尿病」
(「糖尿病 (性 )足病変」を削除したため

選択肢番号を変更)

○注釈
副傷病については設間と■複するた
め注釈を削除。
「結神疾患」について、簡潔に整理。
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新・23年調査 (案 ) 1日・201二調査 変更理由等

削除

(6)がん治療の有無

(6)がん治療の i l  有
―

1 1 1ヒ学療法  放射線治療
有無

で説堪震 11 2  
無
     |         〔

2 ,外照射  3腔 内組 織内照射  4そ の他  〕
ださt、

医療施設静態調査において、放射線
治療及び外来化学療法の実施状況の

把握を行つている。また、社会医療診療
行為別調査において、放射線治療ごと
の詳細な件数の把握を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担軽減を
図る観点から削除する。

(8)診療費等支払方法

(8)診療費等
支払方法

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

医療保険等、
公費負担医療

介護保険
(介護扶助を
含む)

I (医療保険等)

健康保険・各種共済組合(本人)

健康保険1各種共済組合(家族)

国民健康保険

退職者医療 ‐

||:ll:li:ll:1::!:11::‐

‐
６
１
ｏｌ
。――
ビ

ヽ
―

―

―

―

ノ

∩
匡
ｒ
Ｐ
υ

05

06

07

08

ヽ
「

―

―

―

ノ

Ⅱ (公費負担医療)

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法(育成医療、更生医療)

生活保護法(医療扶助)

その他の公7キ負担によるもの

(8)診療費等支払方法

轟黎

(8)診療費等
支払方法

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

I (医療保険等)

Π (公費負担医療)

08退職者医療(本人)

o9去議暑と裏(蒙農)
|| ■

11■
 
ヽ
■ ::|

lo嵩酪をあた療あ薇保に関す凛仲

11労 lrlll災害・公務災害

12自 lfllllLi損害賠償保障法

13その他

1陽
‐

1締篇|
畔 ギ

2医療保険等、公費負担医

3介護保険
(介護扶助を含む)

ヽ

―

―

―

―

ノ

法る■闘

　̈中

仁

匡

Ｆ

Ｆ

υ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担軽減を図るため、選択肢を統合
Or政府管掌健康保険 J、「健康保険組
合J、 r各種共済組合J→「健康保険・各
種共済組合」
○「退職者医療 (本人)J、「退職者医療
(家族)J→「退職者医療 J

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査課「医療費の
動向Jで把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、-11的な略式名称に変更
○「高齢者の医療の確保に関する法律J
→「高齢者医療(後期高齢者医療制
度)J
-1貸診療所においては出現しないた
め削除
○「精神保健及び精神障害者福祉に関
する法律」

入院と外来、又は、病院と診療所を合
算した全数を把握するため、他の調査
票と合わせ選択肢を追加
○「障害者自立支援法 (育成医療:更生
医療 )」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更

(H)来院時の状況

救急の受診

|||:酔
■ 徒歩や嫁 簾欝 によ微 急銹 診

〕

|1電凛津嚢1彙
'Ⅲ

IIII■●|■
1議||^‐あ拳■■■■

(H)1文 急の状況

ⅢⅢIII‐ 11■ ll■|■‐1暴|■IⅢⅢ■拳| |´療守1外の受』 4i～ :以外
1議当チ/.もの

|

すヽてを選択し
てくださしヽ

ヽ
■
■
■
■
ノ

〇項目名の変更
1文急での来院か否か、また、救急であ
る場合は来院の手段や時間帯等、来院
時の状況を総合的に把握する調査項目
であるため。
○選択1支がわかりにくいため表現を変更
「1文急外来を受診」→「徒歩や自家用
rll~等 による救急の受診」
「1～ 3以外」→「通常の受診J

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度
が落ちるため、来院の手段と時間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。
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資料 2-5

平成 20年患者調査

調査票

・病院入院 (奇数)票

・病院外来 (奇数)票

・病院 (偶数)票

・一般診療所票

・歯科診療所票

・病院退院票

・一般診療所退院票

厚 生 労 働 省



串
小 者 調 査

記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください

病院入院 (奇数)票
平成20年 10月 21日 ～23日 (指定された1日 )

2 500～ 599床 の病院については生年月日の末尾が 1、 3.5、 7日の患者について作成してください
`3 600床 以上の病院については生年月日の末尾が 3、 5、 7日の患者について作成してください。

厚生労働省

※保健所 符号

施 設 番 号 H―

患 者 番 号

号
査

第
調
計統
者
定指
患

(1)↑生        らリ 1男  2女 l(2)出 生年月日 1 1 平成  2 B召 下口 3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 の 住 所 病院と同じ市区町付内

病院とは別の市区町村 → 道
県
都
府

※市 区町 村コー ド

|||
(1)入 院 年 月 日等

ヽ
―
―

―
ノ』̈拳

‐よヽｒ
畦
離
紐メお

′ョ翔議
す。ヽ

入 院 年 月 日 成

和

平

昭
月年

i邑 去の入院の有無

〔ね 、1夢憚 曇懇〕
1 有 
―

2 無

退院 年 月 日

平成    年    月     日

:兄状の

主傷病名については、発
病の型 (lal:急性 )、 病□
(lll:病原体名)、 部位 (例 :

胃噴門部かん)、 性状 (lal:
病理組織型)等もできるだ
1テ記入してくださ:、

また、複数の傷病に罹忠
している場合は、副傷病名
欄の中から該当するものす
べてを選択してください.

‐
16精神疾患」とは、アル
ツ′ヽイマー病を含む認知
症、精神作用物質による情
神及び行動の障害、統合
夫調症、統合失調症型障
害及び妄想性障害、気分
[感情]障害、神経症性障
害、てんかん、その他の構
神及び行動の障害をいしヽ
ます。(ただし「精神遅滞 _
は除きます。)

1 傷病の診断・治療

|

正常分挽 (単胎自然分娩)

健康者に対十る検査、健康診断 (査 ) ・管理

3

5

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健サービス

―

外傷の原因 (中毒を含む)

不慮の事故        故意又は不明
0 自動車交通事故   0 自傷
② 自転車交通事故   ③ 他傷
O その他の交通事故  0 不明
④ スボーツ中の事故
⑤ 転伊l・転落
⑥ 111～ 45,以外の原□i二よる不意の事故

(1)主傷病名

01 副傷病なし

嗜■・・1=■■を■わな.ヽ t,「→ 10 高血圧 (症 )
槽尿病 (性 )腎症     11 虚血性心疾患
惜尿病 (仕 )網模症    12 脳卒中
稽尿病 (性)神経障害   13 開塞性末梢動脈疾患
憶尿病 (性 )足病変    14 大動脈疾患

０２

０３

“

０５

０６

０７

００

００

03～ 06り つヽき■
=を
桂う電量喜

肥満 (症 )       15
高脂血症 (月旨質異常症) 16

17

r大聾訴学確、、難薇種)

慢
=腎
不豊 (漫性賢薇症)

精神疾患

その他の疾患

0副傷病名骸当するものすべでI嘉竃tT=三百可ず 〔重i暑覇
灘塁募彗争言[翼3組

〕

(6)透析治療の状況

〔設:5「機関で
の治〕
1 維持透析治療中 2 その他の透折治療中 3 治療なし 不明

(7)診療費等支払方法

該当するものすべ

てを選択してくださ
い´

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい
る場合は、それらの
両方について記入し
てください。

自費診療

(保険外併用療養費を含む)

医療保険等、公費負担医療

介護保険

(介護扶助を含む)

童E健策長■i会青事健康呉■1=人 l

圭E総蒙侵践i全言軍撻責●■ 1家ヽ｀

健康保険組 合 (本 ノ、)

健康保険組合(家族)
各種共済組合(本 ′、)
各種共済組合(家族)

国民健康保険

療保険等)

「
劃

―

―

リ

一法る

I(公費負担医療)
14 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
15 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
16 生活保護法(医療扶助)
17 その他の公費負担によるもt~2

ヽ
―
―
―
―
ノ

(8)紹 介 の 状 況 1 病院から  2 -il診 療所から 3 歯科診療所から  4 介護老人保健施設から
5 介護老人福祉施設から       6 その他から    7 紹介なし

兄

、
‐
ノは̈
れ
急
札
ま
］”興

救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕 4 1～ 3以外

(10)病 床 の 種 別 精神病床 療養病床 (医療保険適用病床)

療養病床 (介護保険適用病床)

一般病床

〔: 重揚
療養病棟
〕

3 感染症病床
4 結核病床

(11)入 院 の 状 況 生命の危険は少ないが入院治療、手術を要する

生命の危険がある

受け入れ条件が整えば退院可能

検査入院

その他



患 者 調 査

記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください.

病院外来 (奇数)票
平成20年 10月 21日 ～23日 (指定された1日 )

2 500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 1、 3、 5、 7日の患者について作成してください。
3 600床以上の病院については生年月日の末尾が 3、 5、 7日 の患者について作成してください。

厚生労働省

※ 保健所符 号

施 設 番 号 H一

患 者 番 号

号
査

第
調
上―統
者
定指
患

性 女男1 (2)出 生年 月 日 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 の 住 所 病院と同じ都道府県内

病院とは別の都道府県 道
県
都
府

翼可
(4)外 来 の 種 別l 初

診

院

診

通

往

再
　
来

3  通院
4 往診
5 訪問診療
6 医師以外の訪問

ヽ

―

＞

―

リ

平成 20年     月    日

前回診療 (訪問)月 日

■傷病名に つ́しヽては、
病α)型 (例 :急性 )、 病因
(口|:病原体名)、 部位 (倒 :

胃噴門部がん)、 性状 (■ 1:
病理組織型)等もできるだ
け記入してください。

また、複数/Fl傷病 1■罹患
してしヽる場合は、副傷病名
faの中から該当するものす
べてを選択してください。

「16精神疾患|とは、アル
ツハイマー病を含む認知
症、精神作用物質による情
神及び行動t tl障害、統合
失調症、統合失調症型障
害及び妄想性障害、気分
:感情]障害、神経症性障
害、てんかん、その他の情
神及び行動の障害をいい
ます。(ただし

~精
神遅滞_

は除きます。)

'兄

状受 1 傷病の診断・治療   2 正常分晩 (単胎自然分晩)       3 正常妊娠・産じょくの管理

: [霧 lil種 茸琶詮貫
康診断 (査 )・ 管理  5 予防接種

副傷病名 (該当するものすべてにO印をつけてくださし

01 副傷病なし

02 :=蒙 Ⅲ 台と[を仁oな tヽ,う) 10 高EE圧 (症 )
03 糖尿病 (性 )腎症     11 虚血性心疾患
04 糟尿病 (性 )網度症    12 月ご卒中
05 槽尿病 (性 )神経障害   13 開塞性末1肖動脈疾患
06 糖尿病 (性 )足痛変    14 大動脈疾患
07 o3ヽ 06以ヽわ合とこを■ら増軍峯   (大動脈解離、大動脈磨 )

08 月巴満 (症 )        15 慢性腎不全(慢性腎ほ病 )

00 高脂血症 (月旨質異常症)  16 精神疾患
17 その他の疾患

―

外傷の原因 (中毒を含む)

〔言署
服 募冒年謎彗 t裳

主傷病名

下慮′,事故        故意又は下明
C 自動車交通事故   ⑦ 自傷
② 自転車交通事故   O 他傷
C その他の交j邑事故   O 不明
C スボーツ中の事故
e 転倒・転落
O l]|ヽ 13,以 外の原因による不慮J,事故

(6)透析治療の状況

〔裁警5T機関での治〕
1 維持透析治療中   2 その他の透析治療中   3 治療なし   4 不明

(7)診 療費等支払方法

該当するものすべ

てを選択してくださ
い^

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい

る場合は、それらの

両方について記入し
てください.

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険
(介護扶助を含む)

:(医療保険等 )
01 全E撻東倶:く

=全
言率逃策■:■ (T'、) 08

02 全Ξ撻薫俣■議会管革逃薫保護(家去) 00
03 健康保険組合(本ノ、)     10
04 健康保険組合 (家族)     11
05 各種共済組合(本人,      12
06 各種共済組合(家族)     13
07 国民健康保険

「

劃

―

―

リ

法る貯
　
法

■ (公費負担医療 )

14 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療 1■関する法律
15 障害者自立支援法
16 生活保護法(医療扶助)
17 その他の公費負担によるもの

ヽ

―

―

―

ノ

(8)紹 介 の 状 況 1 病院から  2 -般 診療所から 3 歯科診療所から  4 介護老ノ、保健施設から
5 介護老ノ、福祉施設から       6 その他から    7 紹介なし

(9)救 急 の 状

〔紺 暑18=余って
況
、
‐
ノ

救急  〔 1 救急車1■より搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕  4 1～ 3以外



号
査

第
調
計統
者
定指
患

患 者 調 査

病院 (偶数)票
平成20年 10月 21日 ～23日 (指定された1日 )記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください
2 500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 0、 2、 4、 6、 8、 9日の患者について作成してください。
3 600床以上の病院については生年月日の末尾が 0、 1、 2、 4、 6、 8、 9日の思者について作成してください。

どちらかにOをつけてください 1 入  院 1 2外  来

厚生労働省

※ 保健 所 符 号

施 設 番 号 H―

調 査 票 番 号

この調査票に記入した患者数 |     ノ、

患者番号 性 出 生 年 月 日

1 1 男  2 女 1 平成  2 日B和  3 大正  4 明治 年       月        日

, 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 日E和  3 大正  4 明治 年     月     日

7 1  男  2 女 1 平成  2 日E和  3 大正  4 明治 年       月        日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

9 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 日E和  3 大正  4 明治 年        月         日

11 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月        日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

16 1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

18 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

19 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年     月     日

20 1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日



者 調 査
一般診療所票

記入上の注意

※印欄には、記入しないでくだされ      平成20年 10月 21・ 22・ 24日 (指定された1日 )

患
厚生労働省

※保健所符号

施 設 番 号 C―

患 者 番 号

号
査

第
調
計統
者
定指
患

(1) 性 1男  2女 1(2)出 生年月日 1 平成  2 B召和  3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 の 住 所 診療所と同じ都道府県内

診療所とは別の都道府県 下

ヽ
１
１
１
１
ノ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

(1)入 院・外来の種別年
入

院

入 院 年 月 日  1 平成
2   0召 千ロ

日月年

i畳 去の入院の有無

ぽ略ず翻 籍誌〕
1有 ―

2無 日月

退 院 年 月 日

平成 年

外

来

初

診

院
診
通
往

再

来
日月

院
診
通
往

前回診療 (訪問)月 日
平 成 20年謹器予賛の訪問 }~

(5)

主傷病名については、発
病の型 (口l:急性 )、 病国
("l:病原体名)、 部位 (■ 1:
胃噴門部かん)、 性状 (例 :

病理組織型)等もできるだ
:す記入してください,

また、複数の傷病に籠患
して1ヽる場合は、副傷病名
欄の中から該当するもtr・す
べてを選択してください。

「16精神疾患_と |ま ,ア′し
ツ′ヽイマー病を含む認知
症、精神作用物質による情
神及び行動の障害、統合
夫調症、統合夫調症型障
害及び妄想性障害、気分
[感情]障害、神経症性障
害、てんかん、その他の情
神及び行動の障害をtヽい
ます。(ただし「精神遅滞_
は除きま,。 )

′兄状療 1 傷病tD診断・治療   2 正常分境 (単胎自然分晩)      3 正常妊娠・産じょくの管理

|   ::11∬盲琶輩亡し言…
コ償 5子際種

副傷病名 (該当するものすべてにO印をつけてくださしヽ。)

不慮の事故        故意又は不明
① 自動車交通事故   _71 自傷
② 自転車交通事故   ⑥ 他傷
③ その他の交通事故   ⑨ 不明
④ スボーツ中の事故
⑤ 転倒・転落
O T:～
'以
外tra厚口による不慮の事故

―

外傷の原因 (中毒を含む)

〔]署認 製彗争諸鵞 3裳〕

主傷病名

(

01 副傷病なし

02 電写書嗜～壁 ■わ
=｀
tr,  10 高血圧 (1三 )

03 糖尿病 (性 )腎症     11 虚血性′心疾患
04 糖尿病 (性 )網膜症    12 脳本中
05 糖尿病 (性 )神経障害   13 閉塞性末梢動脈疾患
06 暗尿病 (性 )足病変    14 大動脈疾患
07 03～ 06メ アヽヽぎ==を

`三

う電量書   (末動i長筆董、ス壺訴電)
08 肥満 (症)        15 it腎 く豊(受

=胃
猥¬

09 高脂血症 (月旨質異常症) 16 精神疾患
17 その他の疾患

(6)透析治療の状況

〔袢 機関で
の治〕

不明1 維持透析治療中 2 その他の透析治療中 3 治療なし

(7)診療費等支払方法

該当するものすべ

てを選択してくださ
しヽ
`

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してtヽ
る場合は、それらの
両方について記入し
てください。

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険
(介護扶助を含む)

―

　

―

法る財
　
法

十
二
つ

００
０９
‐０
‐１
‐２
‐３
　
　
　
樹
貯

医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

‐
η
０２
０３
０４
０５
０６
Ｊ
・
η
‐５
‐６
‐７
‐ヽ８

紹 介 の 状 況 1 病院から  2 -般 診療所から 3 歯科診療所から  4 介護者人保健施設から
5 介護老ノ、福祉施設から      6 その他から    7 紹介なし

況
、
‐
ノ州̈
」．

急
“
ま
嘲”狐

＜

―
救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕  4 1～ 3以外

入

院

の

み

(10)病 床 の種 別 1 療養病床 (医療保険適用病床)  2 療養病床 (介護保険適用病床)  3 -1,病 床

(11)入 院の状 i兄 生命の危険は少ないが入院治療、手術を要する

生命の危険がある

受け入れ条件が整えば退院可能

検査入院

その他



者 調 査
歯科診療所票

記入上の注意

※印欄には、記入しないでください。     平成20年10月 21・ 22・ 24日 (指定さ』lた 1日 )

患
厚生労働省

※ 保 健所 符 号

施 設 番 号 D―

患 者 番 号

号
査

第
調

統
者
定指
患

(1) 性 1 男 女 (2)出 生年 月日 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 の 住 所 診療所と同じ都道府県内

診療所とは別の都道府県 道
県
都
府 胃

(4)外 来 の 種 別 初

診

1 通院
2 訪問診療

再

　

来

3  通院
4 訪間診療
5 歯科医師以外の訪問

一
‐

Ｌ

ｒ

Ｊ

前回診療 (訪問)月 日

平 成 20年    月   日

(5) (場 病 傷病名 (下記の傷病名から、該当するもの1つに0印をつ:すてくださし

01  う饉症(c)

02 歯髄炎 (Pul)、 歯髄壊疸 (Pu壊疸)、 歯髄壊死(Pu壊死)
03 歯根膜炎(Per)
04 歯槽膿瘍(AA)、 歯根嚢胞 (ヽVZ)

05 歯肉炎 (G)

06 曝性歯周炎 (P)
07 歯肉膿瘍(GA)、 その他の歯周疾患
08 智歯周囲炎 (Penc。 )
09 その他の歯及び歯の支持組織の障害
10 じょく着性潰瘍 (Dd)、 国内炎(stOm)等

11 その他の顎及び口腔の疾患

12 歯の補てつ (冠、プリッジ、有床義歯、インプラント)

13 歯科矯正

14 外因:■よる損傷

15 検査・健康診断(査 )及びその他の保健医療サービス

(6)診 療費等支払方法

該当するものすべ

てを選択してくださ
もヽ。

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい

る場合 |ま、そJ■らの

両方について記入し
てください。

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む )

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険
(介護扶助を含む)

I`医療保険等 )
01 全
=撻
蒙保■4会管革撻薫保■(t'、,  00

02 全
=撻
薫保■■書詈率ヽ 薫保接(=震 ,  00

03 健康保険組合(本 ノ、)     10
04 健康保険組合(家族)     11
05 各種共i斉組合(本 ノ、,      12
06 各種共済組合(家族,      13
07 国民健康保険

=(公
費負担医療 )

「

劃

―

Ｉ

Ｊ

法る

け
　
法

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
障害者自立支援法
生活保護法(医療扶助)
その他の公費負担によるもの

ヽ

―

―

―

ジ



号
査

第
調
計統
者
定指
患

記入上の注意

※印欄には、記入しないでください。

患 者 調 査
病院退院票

平成 20年 9月 1日 ～30日

厚生労働省

※ 保健 所 符号

施 設 番 号 H―

患 者 番 号

(1) 性 女男1 (2)出 生 年 月日 ! 平成  2 昭和  3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 の 住 所 病院と同じ市区町村内

病院とは別の市区町村 都道
府県

区
町村

(4)入院・退院年 月日
入院年 月日 年

成
和
平

昭 退院 年 月日 平成20年 9月     日

(5)

主傷病名については、発
病の型 (伊l:急性 )、 病因
(例 :病原体名 )、 部位 (倒 :

胃噴門部かん )、 性壮 (例 :

病理組崚型)等もできるだ
i十記入してください。

また、複数の傷病 i二罹患
している場合は、層J傷病名
欄 t7・ 中から,亥当するものす
べてを選択してください。

「16精神疾患」とは、ア′し
ツプヽイマー病を台む認知

症、精神作用物質 i■よる情
神及び行動の障害、統合失
調症、統合夫調症型障害
及び妄想性障害、気分 [感
情]障害、神経症イ■障害、
てんかん、その他の情神及
び行動の障害をいいます.
(ただし「精神遅滞」は除き
ます。)

況療 正常分娩 (単胎自然分娩)

健康者に対する検査、健康診断 (査 )・ 管理

1 傷病の診断 。治療

|

2

4

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健サービス

(1)主傷病 名

01 二1傷病なし

嗜軍F,=■
=を
■わた,｀もつ
' 10 

高血圧 (症 )

糖尿病 (性 )膏症     ‖ 虚血性′き疾患
椿尿病 (性 )IFl膜症    12 脳卒中
糖尿病 (性 )神経障害   13 嗣塞性市梢動脈疾患
階尿病 (性 )足病変    14 大動脈疾患
03ヽ 06り ｀n=‐

=を
′
=う
嗜尿F   (大 動脈解離、大動脈麿 )

月巴満 (症 )        15 慢性腎｀金(漫
=腎
猥

「

)

高脂血症 (脂質異常症)  16 精神疾患
17 その他の疾患

―

外傷の原因 (中毒を含む )

不慮の事故        故意又|■不明
0 自動車交通事故   C)自 傷
② 自転車交j苗事故   3)他 傷
C)その他の交通事故   C)不 明
C)スポーツ中の事故
6)転倒・転落
3)■ 3ヽ以外の原因による不慮の事故

(          〔言詈
継 多警隼諸ど tX〕

(6)が ん治療の有無

〔藁讃1lt〔蔓
て〕

有

無

1 fヒ学療法   放射線治療

( 2 体外照射 3 腔内・組織内照射 4 その他  )

(7)手 術 の 有 無 1 [I 手 術 日 平成 日年

術手 名 開頭手術    4 ■骨嗜系手膏(匹蒙体動 7 その他の内視鏡下手術
開胸手術    5 贖腔鏡下手術    8 経皮的血管内手術
開贖手術    6 胸腔鏡下手術    9 その他

(3)診療費等支払方法

該当するものすべて
を選択してください.

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険筆 公費負
担医療を併用してい
る場合は、それらの両
方について記入して
ください。

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護 1呆険
(介護扶助を含む)

I(医療保険等 )
01 政府管筆健康保険 (十 ノ、)   08
02 政府管掌健康保険 (家族)   00
03 健康保険組合(十 人)     10
04 健康保険組台(家族)     11
05 各種共済組合(本 ノ、)     12
06 各種共済組台(家族)     13
07 国民健康保険

「
劃

―

―

リ

ニス
″
す『
¨
　

法

E(公費負担医療 )

||| ::[漑 i量

i鵠革:こ屋
療1二関する法律

     〕

(9)病 床 の 種 別 精神病床
 〔
1 老ノ、性認知症疾患療養病棟
2 その他の精神病床
3 感染症病床
4 結核病床

療養病味 (医療保険適用病味)

療養病床 (介護保険適用病床)

一般病床

(10)入 院 前 の 場 所 家庭
[1 当院に

'通

院  2 他の病院・診療所に
'日

院 3 在宅医療 (訪問診療・訪問看護等) 4 その他  ]
5 他の病院・診療所に入院   6 介護老ノ、保健施設に入所   7 介護老人福祉施設に入所
8 社会福祉施設に入所     9 その他 (新生児・不明等)

(11)救 急 の 状 況

〔基蓋早セ:豪て〕
救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕  4 1～ 3以外

(12)転      帰 1 治癒    2 軽1夫    3 不変    4 悪 fヒ    5 死亡    6 その他

(13)退 院 後の 行き先
、
‐
‐
リ〔[翼轟聰
家庭
[1 当院に通院  2 他の病院・診療所:■ i苗院 3 在宅医療 (訪問診療・訪間看護等) 4 その他  ]
他の病院・診療所に入院
[5 地域医療支援病院・特定機能病院   6 その他の病院   7 診療所     ]
8 介護者人保健施設に入所   9 介護老人福祉施設に入所
10 社会福祉施設に入所     11 その他 (不明等)



号
査

第
調
計統
者
定指
患

記入上の注意

※印欄には、記入しないでください

患 者 調 査
一般診療所退院票

平成20年 9月 1日 ～30日

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 C―

患 者 番 号

1)rt       号リ 1 男 (2)出 生年 月 日女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治    年   月  日

(3)患 者 の 住 所 診療所と同じ都道府県内

診療所とは別の都道府県 道

県
都
府 ヒ

(4)入 院・退院年 月日
入院 年 月日 :譜霜 年 月 日 退院年 月日 平成20年 9月     日

(5)

主 F与病名については、発
病の型 (例 :急性 )、 病国
(例 :病原体名)、 部位 (伸 1:
胃噴門部かん )、 性状 (輌ト
病理組喘型 )等もできるだ
け言己入してください.

また、複数の傷病 i二罹患
している場合は、日1傷病名
欄の中から該当するものす
べてを選択してください.

「16精神疾患」とは、ア′レ
ツハイマー病を含む言

=知症、精神作用物質による情
神及び行動の障害、続台失
調症、続台失調症型障害
及び妄想性障害、気分 [感
情1障害、神経症性障害、
てんかん、その他の精神及
び行動の障害をいいます。
(ただし「精神遅滞」は除き
ます。)

況 1 傷病の診断・治療 正常分娩 (単胎自然分娩 )

健康者に対する接査、健康
='断
(査 )・ 管理

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健サービス

主傷病名

―

外傷の原因 (中毒を含む)

〔重署 組
姦警争言喜彗三頴

不慮の事故        故意スは不明
0 自動車交通事故   ● 自傷
0 自転車交i通事故   C)他 傷
0 その他の交j通事故   C)不 明
0 スポーツ中の事故
5~ 転倒・転落
3 、こ′～0以外の原因(■よる不慮・「l事故

01 冨1傷病なし

02 嗜軍言暗 |■ゼソ=わ =｀
in) 10 高血圧 (症 )

03 糖尿病 (性 )腎症     11 虚血性 `と 疾ヽ患
04 憶尿病(性 )網膜症    12 月ご卒中
05 糖尿病 (性 )神経障害   13 門塞性末梢動脈疾患
06 椿尿病 (1■ )是病変    14 大動脈疾患
07 03～ 06ttヽいき■仁をしう時量看   (大動脈解離、大動脈痛 )
08 1巴満 (症 )        15 浸性腎下全(■t腎薇ξ

'00 高脂血症げ旨質異常症)  16 精神疾患
17 その他の疾患

(6)が ん治療の有無

〔藁話itttC菫て〕
有

無

l fヒ学療法 放射線治療

( 2 体外照射 3 腔内・組織内照射 その他  )

(7)手 術 の 有 無 :[I 手 術 日 平成 午 日

手 術 名

いずれか 1つ
|二 ]を十ろ

1 開頭手術    4 事骨
=系
手●(≡荻仁≠)7 その他の内視鏡下手術

2 開胸手術    5 腹腔鏡下手術    8 経皮的血管内手術
3 開贖手術    6 胸腔鏡下手術    0 その他

(3)診療費等支払方法

該当するものすべて
を選択してください。

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい

る場舘ま、それらの両
方について記入して
ください.

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険
(介護扶助を含む)

:(医療保険等 )
01 政府管掌建蹂保険 (すノ、)   08
02 政府管掌健康17_険 (家族)   00
03 健康保険組合(†ノ、)     10
04 健康l■_険組台(家族)     11
05 各種共済組台(十人)     12
06 各種共済組台(家族)     13
07 国民健康保険

「

劃

―

―

リ

法るす閲

　

法

肛 (公費負担医療 )

|1鰈蓋萱チ竃嵩lT…
酔
 〕

(9)病 床 の 種 別 1 療養病床 (医療保険適用病床)   2 療養病床 (介護保険適用病床)   3 -般 病床

(10)入 院 前 の 場 所 家庭
[1 当院に通院  2 他の病院・言

'療

所1■ i邑院 3 在宅医療 (訪間診療・訪問看護等) 4 その他
5 他の病院・診療所に入院   6 介護老ノ、保健施設に入所   7 介護老ノ、福祉施設に入所
8 社会福祉施設に入所     9 その他 (新生児・不明等)

(11)救 急 vr l状

〔藁譴暑tc難て
況
、
‐
ジ

救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕 4 1～ 3以外

(12)転      帰 1 治癒    2 軽快    3 不変    4 悪 fヒ    5 死亡    6 その他

(13)

〔[:
先

、
‐
‐
プ一̈一ｔ

退
朝
創
唯

家庭
[1 当院に通院  2 他の病院・診療所に通院 3 在宅医療 (訪問診療・訪問看護等) 4 その他  ]
他の病院・診療所に入院
[5 地域医療支援病院・特定機能病院   6 その他の病院   7 診療所     ]
8 介護老人保健施設に入所   9 介護老人福祉施設に入所
10 社会福祉施設に入所    11 その他 (不明等)



生命 表 の基 幹統 計 化 について

統計法第 4条に基づき平成 21年 3月 13日 に閣議決定された「公的統計の整備に関する基本

的な計画」において、完全生命表、簡易生命表は平成 22年度までに新たに基幹統計として整備す
べき統計とされた。

この計画に従い、平成 21年度から総務省との間で、生命表が基幹統計として総務大臣の指定を

受けるために必要な手続き等について調整を行い、その一環として現在は、統計委員会への諮問を

行うために必要な資料の作成、整理等を行つているところである。

なお、基幹統計化にかかる諮問は、平成 22年 11月 の統計委員会を予定している。

(参考)

○「公的統計の整備に関する基本的な計画」(平成 21年 3月 13日 閣議決定)

別表 今後 5年間に講ずべき具体的施策 男」紙 2新たに基幹統計として整備する統計 抜粋

統計名:完全生命表/簡易生命表(加 )

理由、留意事項等 :

国勢統計、人口動態調査及び現在推計人口を加工し、EIE民の生存、死亡、健康及び保健状況を集約

的に示す指標として作成される加工統計であり、国内の医療及び保健政策の基礎資料として重要であると

ともに、健康に関する国際比較指標としても用いられている。

実施時期 :

平成 22年度までの整備に向けて、平成 21年度から所要の準備を開始する。

○統計法(平成 19年 5月 23日法律第 53号)抜粋

第 2条

4 この法律において「基幹統計」とは、次の各号のいずれかに該当する統計をいう。
― 第五条第一項に規定する国勢統計
二 第六条第一項に規定する国民経済計算
三 行政機関が作成し、又は作成すべき統計であつて、次のいずれかに該当するものとして総務大臣が指定
するもの

イ 全国的な政策を企画立案し、又はこれを実施する上において特に重要な統計

口 民間における意思決定又は研究活動のために広く利用されると見込まれる統計

ハ 国際条約又は国際機関が作成する計画において作成が求められている統計その他国際比較を行う上

において特に重要な統計

第 4条  政府は、公的統計の整備に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、公的統計の整備
に関する基本的な計画(以下この条において「基本計画」という。)を定めなければならない。

(別添):平成 21年簡易生命表の概況について (平成 22年 7月 26日公表)



調査票情報の二次的利用の状況について

1 統計法第 34条に基づく委託による統計の作成等 (オーダーメー ド集計)
(これまでの提供実績 )

平成 22年 2月 ～   。平成 18年賃金構造基本統計調査の受付、サービス開ク台
(独立行政法人統計センターにおける全部委託による)

(今後の提供予定)

平成 22年 H月    ・平成 19年人口動態調査の受付、サービス開始
(受付期間は 1か月)
。平成 21年毎月勤労統計調査特別調査の受付、サービス開始

(受イ寸期間は 1/Jヽ月)

平成 23年 2月    ・平成 19年賃金構造基本統計調査の受付開始
(独立行政法人統計センターにおける全部委託による)

(平成 23年度に向けた検討)

平成 22年 9月 以降 。既に提供を開始した統計調査について、対象年次の拡大等に
ついて検ホ|
。オーダーメー ド集計、匿名データい寸サしも検討に着手してい

ない統計情報部所管の基幹統計調査について、23年度以降の

提供開始に向けた検討

2 統計法第 35条、第 36条に基づく匿名データの作成・提供
(これまでの検討状況)

平成 21年 12月 ～  。学識者による平成 16年国民生活基礎調査の匿″〕データ化の
検討

(今後の予定)

平成 22年 H月 以降 ・統計委員会への諮問
(匿名データ部会の審議)

平成 23年 4月 以降  ・答申後、準備が整い次第提供開始

(来年度以降の予定)

平成 23年度以降   ・匿名データの提供拡大について、具体的に検討 (国民生活基
礎調査の他年次への拡大)



医療施設調査、患者調査における行政記録情報の活用について

医療施設調査及び患者調査については、「諮問第 5号の答申平成 20年に実施される医療

施設調査及び患者調査の計画について」 (平成 20年 4月 14日府統委第 54号 )及び「公的

統計の整備に関する基本的な計画」 (平成 21年 3月 13日 閣議決定)において、行政記録
情報の活用について平成 23年実施の調査までに検討することとされている。

このため、平成 23年に実施する医療施設調査及び患者調査の企画に当たつて以下の検討

を行つた。

1.活用可能性を検討することとされた行政記録情報等
(1)医療機能情報提供制度に基づく情報
(2)「施設基準の届出等」に基づく情報
(3)電子化されたレセプト情報
(4)DPC導 入の影響評価に係る調査

2.行政記録情報等の活用可能性に係る検討、課題等   .
上記「 1.活用可能性検討することとされた行政記録情報等」については、行政記録
情報の対象等をもとに、医療施設調査については、「 (1)医療機能情報提供制度に基
づく情報」及び「 (2)「施設基準の届出等」に基づく情報」、患者調査については「 (3)

電子化されたレセプト情報」及び「 (4)DPC導 入の影響評価に係る調査」の活用可
能性に係る検討を行つた。

(1)医療機能情報提供制度に基づく情報
医療機能情報提供制度は、医療法の改正 (平成 19年 4月 1日 施行)により「医療

機関に対し、医療機関の医療機能に関する一定の情報について、都道府県への報告

を義務付け、都道府県が情報を集約してわかりやすく提供する仕組み」として創設

されたものである。

医療機能情報提供制度に基づき医療機関から都道府県に報告されている一定の項

目の中には、項目だけ見れば医療施設調査の調査項目と重複するものもあるが、同

調査への代替利用可能性等については、

・各都道府県からの情報提供は、国からの依頼に基づく任意の提供であり、各都道

府県独自のデータベースシステムを各々で構築しているため、情報の構造や表示

形式が統一されておらず、そのまま集計できないため、医療施設調査への利活用

が困難
口医療機関から都道府県への情報の報告時期が全国で統一されていない

等の理由により、一時点で全国―律に把握する統計調査情報に代替利用し得る状態

になつていないため、医療機能情報提供制度の情報を活用できないものと判断した

ものである。

(2)「施設基準の届出等」に基づく情報



診療報酬の算定に係る施設基準等については、算定を行う医療機関は、算定の基

準となる施設 口設備、職員配置等の状況を管轄する地方厚生局に必ず届出を行うこ

ととされている。

しかしながら、大部分の届出は紙媒体で行われていることから、そのまま平成 2
3年医療施設調査の調査項目に代替することは困難であるが、一部の届出について
は、電子媒体化されており活用が可能であることから、それらの分については行政

記録情報として活用することとしたもの。

(3)電子化されたレセプト情報
電子化されたレセプト情報 (以下「レセプト情報」という。)については、「新
たな情報通信技術戦略」 (平成 22年 5月 IT戦略本部)において、平成 23年度早
期にレセプト情報、特定健診情報、特定保健指導情報を外部に提供するため、平成

22年度中に有識者からなる検討体制を構築し、データ活用のためのルール等につい

て結論を得る、とされている。

これらの検討状況を踏まえて、患者調査におけるレセプト情報の活用可能性、活

用範囲等についても検討を行うこととなるが、上記のとおり、現時点においては前

提となるデータ活用のためのルール等の結論が得られていないため、平成 23年患者
調査においては、レセプト情報を活用できないものと判断したものである。

また、レセプト情報の活用が可能となった場合であっても、保険外診療の患者に

関する情報や都道府県による医療計画策定時に基礎資料となる患者動態の把握に必

要な入院前後の行き先等の情報や、退院患者の状況把握に必要な情報等はレセプト

情報からは得られないものであるため、引き続き患者調査で把握することが必要で

ある。

なお、レセプト情報を活用する場合であつても、患者調査の個票データとレセプ

ト情報を突合させる共通の情報 (統一番号)の新規設定が必要であり、これらも含
め、突合作業の設計・検証等には費用とともに細心の注意が必要である。

(4)_DPC導入の影響評価に係る調査
DPC導入の影響評価に係る調査 (以下、「DPC調査」という。)は、DPC
対象病院及び準備病院を対象とする調査で、客体は当該病院を利用する入院患者に

限定されており、患者調査の対象とする病院、診療所を利用したすべての入院及び

外来患者を把握しているものではない。このため、DPC調査により把握された情
報は、患者調査によつて得られるすべての情報に代替し得るものではないため、平

成 23年患者調査においては、DPC調査の結果の活用はできないものと判断した
ものである。

なお、DPC調査結果を活用するとした場合であっても、患者調査は 10月 の病
院 口診療所ごとに指定した 1日の状況を把握するのに対し、DPC調 査は 10月 ―
か月間の状況の把握と把握対象期間が異なるため、DPC調査結果を一律に代替利
用することは困難である。
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平成 21年簡易生命表の概況について

平成21年簡易生命表の結果を、とりまとめましたので公表します。
【平成 21年簡易生命表のポイント】
。男の平均寿命は 79.59年 (過去最高)
・女の平均寿命は 86.44年 (過去最高)

1 平成 21年簡易生命表の目的
平成 21年 簡易生命表 は、平成 21年 の 1年 間にお ける我 が国の死亡状況
が今後変化 しない と仮定 した ときに、各年齢の者が 1年 以内に死亡す る確率

や平均 してあ と何年生きられ るか とい う期待値 な どを死亡率や平均余命 な ど

の指標 (生命 関数 )に よって表す ことを 目的 としている。

2 平成 21年簡易生命表の項目
性別各年齢別の死亡率、生存数、死亡数、定常人口、平均余命

3 平成 21年簡易生命表の対象
日本にいる日本人

4 平成 21年簡易生命表の作成方法
推計人口による日本人人口や人口動態統計月報年計 (概数)を基に作成

この資料は、厚生労働省ホームページにも掲載しています。

掲載場所 :お知らせ 「報道発表資料」→ 「統計情報部」
http:www.mhlw.go jp/toukeysaikin/hwД ifenifeo9/index.html
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平成 21年簡易生命表 について

平成 21年 簡易生命表は、平成 21年 にお ける我 が国の死亡状況 が今後

変化 しない と仮定 した ときに、各年齢 の者 が 1年 以 内に死亡す る確率
や平均 して あ と何年生き られ るか とい う期待値 な どを死亡率や 平均余

命 な どの指標 (生命 関数 )に よって表 した もので ある。
これ らの関数 は、男女別 に各年齢 の死亡件数 と中央人 口 (7月 1日

現在 )を 基 に して計算 され てお り、その関数値 は現実の我 が国の年齢
構成 には左右 されず、死亡状況のみ を表 してい る。 したがって、我 が

国の死亡状況 を厳密 に分析す る上で不可欠なもの となっている。 また、

0歳 の平均余命 である 「平均寿命」 は、我 が国の死亡状況 を集約 した

もの となってお り、保健福祉水準 を総合的 に示す指標 として広 く活用

されてい る。

なお、簡 易生命表 は、推計人 口に よる 日本人人 口や人 口動態統計月

報年計 (概 数 )を もとに毎年作成 してお り、完全生命表 は、国勢調査
に よる 日本 人人 口 (確 定数 )や人 口動 態統計 (確 定数 )を も とに 5年
ご とに作成 してい る。
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1 主 な年齢 の平均余命
平成 21年 簡 易 生命 表 に よる と、男 の平均 寿 命 は 79.59年 、女 の平均 寿 命 は 86.44

年 と前年 と比較 して男は0.30年 、女は0.39年 上回つた。各年齢の平均余命 についても、

前年 に比べ、男 女 とも全年齢で上回つた。 また、平均寿命 の男女差は、 6.85年 で前年

よ り0.09年 拡大 した。 (表 1、 表 2)

平均寿命 の延 び を死因別 に分析す る と、悪性新生物、心疾患 (高 血圧性 を除 く、以

下同 じ)、 脳血管疾 患及 び肺炎な どが平均寿命 を延 ばす方 向に働 いてい る (図 1)。

表 1 主な年齢の平均余命とその延び

年齢
男 女

平成21年 平成20年 延び 平成21年 平成20年 延び

0歳

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

00

79.59

74.87

69.90

64.93

60.04

55.20

5037

45.55

40.78

36.09

31.51

27.09

22.87

18.88

15.10

11.63

8.66

6.27

448

7929

74.57

69.61

64.65

59.75

54.92

5009

45.27

40.49

35,79

31.21

26.79

2258

18.60

14.34

11.40

8.49

613

416

86.44

81.69

76,73

71,75

66.31

61.90

57.00

52.11

47.25

42.44

37.70

33.04

23.46

23.97

i9.61

15.46

11.68

8.41

5R6

86.05

81.33

76.36

71.39

66.45

61.54

56.64

51,75

46.89

42.08

37.34

32.69

28.12

23.64

19.29

15.18

11.43

8.21

571

表2 平均寿命の年次推移

和 暦 里 女 男女差

昭 和 22
25-27
30
35

40
45

50

55

60

平 成 2

7

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

50.06

59.57

63.60
65.32

67.74

69.31

71.73

73.35

74.78

75.92

76.38

77.72

78.07

78.32

78.36

78.64

78.56

79.00

79.19

79.29

79.59

53.96

62.97

67.75
70.19

72.92

74.66

76.89

78.76

80.48

81.90

82.85

84.60

84.93

85.23

85.33

85.59

85.52

85.81

85.99

86.05

86.44

3.90

3.40

4.15

4.87

5.18

5.35

5.16

5.41

5.70

5.98

6.47

6.88

6.86

6.91

6.97

6.95

6.96

6.81

6.80

6.76

6.85

注 :1)平 成 12年 まで及び平成 17年 は完全生命表による。
2)昭 和 45年 以前は、沖縄県を除 く値である。

図 1 平均寿命の理びに対する死因別寄与年数
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2 寿命 中位 数等生命表上の生存状況

平成 21年簡易 生命 表 に よる と、男女それ ぞれ 10万 人 の出生 に対 して 65歳 の生存数 は

男 86,742人 、女 93,599人 となつてい る。 これ は 65歳 まで生存す る者の割合が男は86.7%、

女 は93.6%で あ るこ とを示 してい る。同様 に、75歳 まで生存す る者 の割合 は男 71.9%、
女 86.5%、 90歳 まで生存す る者 の割合 は男 22.2%、 女 46.4%と なってい る。 (表 3、

図 2)

0歳 以 上の定 常人 口 (生 命 表上 の全生存年数 )は 、男 796万 人、女 864万 人 となって
お り、 65歳 以上 の定 常人 口 (生 命 表 上 の 65歳 以 上生存年数 )は 男 164万 人 (20.6%)、
女 224万 人 (26.0%)と なつてい る (表 4)。

生命 表 上で、 出生者 の うちち ょ うど半数 が生存す る と期待 され る年 数 を寿命 中位数

といい、平成 21年 にお いては、男 82.55年 、女 89.20年 となっている。平均寿命 に比べ、

男 は2.96年 、女 は 2.76年 上回 つてい る。 (表 5)

口2 生命表上の特定年齢まで生存する者の割合

注 :1)

2)

3)

平成12年まで及び平成17年は完全生命表による。
昭和45年以前は、沖縄県を除く値である。
生命表作成時点における死亡状況を一定不変とした場合の
状況を表しており、現実の生存者の割合とは異なっている。

表4 生命表上の全生存年数に対する
65歳 以上生存年数の割合

平 成 12年 ま で 及 び 平 成 17年 は 完 全 生 命 表 に よ る 。
昭 和 45年 以 前 は 、 沖 縄 県 を 除 く 値 で あ る 。
「・・・」は 表 章 さ れ て い な い 。

3-

注:1)平成1,年まで及び平成17年は完全生命表による。
2)1目 和45年以前は ,■県を院く値である。

昭和…年 千威・年

えL:1)
2)
3)

注 :1)
2)

平 成 12年 ま で 及 び 平 成 17年 は 完 全 生 命 表 に よ る 。
昭 和 45年 以 前 は 、 沖 縄 県 を 除 く値 で あ る 。

表3 生命表上の特定年齢まで生存する者の割合

昭和22

25-27

30

35

40

45

50

55

60

平成2

7

12

13

i4

15

:6

17

18

19

20

21

和 暦 窮 を

断ヨfr122
25-27
30
35
40
45
50
55
60
272月た2
7
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

10_5
115
115
121
130
14_7
158
168
176
180
191
194
196
196
198
198
201
202
203
206

13_3
147
151
160
17_0
185
199
212
22_3
23_2
24_5
24_3
25_0
25_1
25_3
25_2
25_5
25_6
257
26_0

表5 寿命中位数

和 暦 里 女

田目珀口22
25-27
30
35
40
45
50
55
60
平成 2

7

12
13
14
15
16
17
18
19
20
,1

5928
6722
6979
7066
7200
7310
7531
7669
7806
7913
7949
80_74
81_08
81_28
81.35
81_57
8156
8194
8211
82.21
8255

64_45
71.31
74_19
75_44
77_04
78.19
80.17
81_75
83_38
8471
8573
8741
87_72
88.02
88_09
88.34
88.34
88.61
88_77
88_83



3 平均寿命 の国際比較
平均寿命 の諸外 国 との比較 は、国 に よ り作成基礎期 間が異 なるので厳密 な比較 は困難

である。 しか し、現在入手 している資料 を用 いて比較す る と表 6の とお りで ある。
図 3は 、諸外 国の平均寿命 の年次推移 を図示 した ものである。

表 6 平均寿命の国際比較

国 名 作成基礎期間 男 女

＞

口
ヽ

考

　

■

参

　

一

＜

人
ｒ

日          本  (」apan) 2009* 79 59 86 44 12 58`

ア  フ  リ  カ
(AFRICA)

ア ル ジ ェ リ ア (Algeria) 2002 72 5 74 2

エ ン プ  ト (Egvpt) 2006* 69 2 73 6 7 36Z

南 ア フ リ カ (South Africa) 49 9 52 9 4 82(

チ ジ ア (Tunisia) 2008* 72 4 76 3 1 02(

北  ア  メ  リ カ
(NORTH AMERICA)

カ   ナ   ダ (Canada) 2005* 78 0 82 7 3 291

メ キ シ  ョ (Mexico) 2008* 72 7 77 5 10 57(

ア メ リ カ 合 衆 国 (united states) 2007* 75 4 80 4 30 162

南  ア メ リ カ
(SOUTH AMERICA)

ア ル ゼ ン チ ン (Ar,entina) 2006-2010 80 0 3 936

ブ フ ジ  ル (Brazil) 2008* 76 7 18 764

チ                ;J (Chile) 2005-2010 75 5 81 5 1 66C

コ ロ ン ピ ア (Oolombia) 2005-2010 70 7 4 393
ベ   ル   ー (Peru) 1995-2000 65 9 70 9 2 848

ン

(ASIA)

中 国 (China) 2000* 69 63 73 33 132 46G

イ   ン   ド (lndia) 2002-2006 62 6 64 2 113 402

イ ラ    ン (lran) 7 153

イ ス ラ エ ル (Israel) 79 1 83 0

韓              国  (Korea  Republic of 2008ホ 76 5 83 3 4 84〔

マ レ シ ア (Malaysia) 716 76 4 2717
カ  タ  ー  ル (Oata r) 2007 810
シ ン ガ ポ ー ル (Singapore) 2009* 79 0 83 7

タ         イ (Thailand) 2005-2006 69 9 77 6 6 604

ト    ル    コ (Turkey) 69 1 74 0 7 388

ヨ ー ロ ッ パ

(EUROPE)

オ ー ス ト リ ア (Austria) 2009* 82 9
ベ ギ  ー (Belgium) 2006 77 0 82 7 1 062

チ    ェ    コ (Czech ReDublic) 2009* 74 19 80 13 1 038

デ ン マ ー ク (Denmark) 2008-2009* 76 52 80 75

フ ィ ン ラ ン ド (Finland) 76 5 83 2

フ ラ ン ス (France) 2009* 77 8 84 5 6

ド イ   ツ (Germanv) ,006-,00Rホ 77 17 82 40 8 226

ア イ ス ラ ン ド (lceland) 79 7 83 3

イ  タ  リ  ア (Italv) 2007* 78 67 84 04 5 938

オ ラ ン ダ (Netherlands) 78 6 82 5 1 638

ノ ル ウ ェ ー (Norwav ,000* 78 60 83 05

ポ ー ラ ン ド (Poland) 2009* 71 5 80 1

ロ      シ      7  (Russian Federation) 2007 61 4 73 9

ス ペ イ  ン (Spain) 2008* 78 17 84 27 4 481

ス ウ ェ ー デ ン (Sweden) 2009* 79 36 83 37

ス イ    ス (Switzerland) 2008* 79 7 84 4

ウ ク フ  イ  リ… (Ukraine) 2006-2007 62 5 74 2 4 66〔

イ   ギ    リ    ス  (united Kittdom) ,006-,00R* 77 4 81 6 6 09〔

オ セ ア ニ ア
rnnFAN:▲ ヽ

オ ー ス トラ リア (Australia) 2005-2007* 79 0 83 7 2101
ニ ュー ジ ー う ン ド rNew 7eaiandヽ ,006-,00R 78 2 82 2

参考 :香港(Hong Kong)の 平均寿命は,2009年 十で,男が798年 ,女が861年である。 (人口 693万人)
Jモオ斗:UN 「Demographic Vearbook 2007」

ただし、十印は平均寿命が当該政府の資料によるものである。
注 :人口は2007年 の年央推計人口である。ただし、日本については平成21年 10月 1日現在推計人口である。
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図3 主な諸外国の平均寿命の年次推移

平均寿命(年 )
87

田ヨ禾口40     45       50       55        60
1965      '70       '75       '80        '85

-年

資料 :UN「 Demographic Yearbook」 等

注 :1990年 以前の ドイツは、旧西ドイツの数値である。
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＜

死 因分析

1) 死因別 死亡確 率
人 はいずれ何 らか の死因で死亡す るこ とにな るが、生命 表 の上で、あ る年齢 の者 が将

来 どの死因で死亡す るかを計算 し、確率の形 で表 した ものが死因別死 亡確 率で ある。

平成 21年 の死因別 死 亡確率 をみ る と、 0歳 で は男女 とも悪性新生物 で将来死亡す る確
率が最 も高 く、次いで、男は心疾患、肺炎 、脳 血 管疾患、女 は心疾患、脳 血 管疾患 、肺

炎の順 になってい る。 65歳 では 0歳 に比べ悪性 新 生物 の死 亡確 率が低 く、他 の死亡確 率
が高 くなつてお り、 75歳 では更 に この傾 向が強 くなってい る。 一方、 90歳 で は女 の脳 血

管疾 患の死亡確 率 が 75歳 よ り低 くなつてい る。 3大 死 因 (悪 性新 生物 、心疾患 、脳 血
管疾 患 )の 死亡確 率 は 0歳 、 65歳 の男女及び 75歳 の男では 5割 を超 えてい るが、 75歳 の
女及 び 90歳 の男女で は 5割 を下回つてい る。
前年 と比較す る と、悪性新生物 の死亡確率 は 0歳 の女及 び 65歳 、 75歳 、 90歳 の男女 で
高 くな ってい る。 一 方 、心疾 患 の死 亡確 率 は 0歳 、 65歳 、 75歳 の男 女及 び 90歳 の男 で
低 くな つてお り、脳 血 管疾 患、肺 炎 の死 亡確 率 は各年齢 の男女 とも低 くな ってい る。

(図 4、 表 7)

図 4 死因別死亡確率 (主 要死因 )

表 7 死因別死亡確率 (主 要死因)の 推移 (0歳・65歳・75歳・90歳 )
(単位:%)

炎患疾一言血脳』一”
物生新性悪(高白圧性 脳血管疾患

主要死因 年齢
男 女

平成17年 18年 19年 20年 21年 平成17年 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

ｍ

５０

ｍ

鶴

2990

2940

2612

1550

狙
田
田
９８３

２０５６
冊
‐６４４
鯉

躙
圏
‐６４９
鰤

２０４９
‐８６‐
圏
瓢

郷
Ｗ
側
９９６

心   疾   用
(高 血圧性を除く)

0歳

65

75

90

1487

1518

1563

17■7

■

ｍ

■

４‐

ｌ

Ｄ

５

４

1909

1987

2047

2153

出 血 管 疾 露

0麟

65

75

90

1116

1166

1219

1242

1080

1125

1171

1184

４２

８３

２４

０３

1452

i501

1541

1537

３７

曖

４５

“

1211

1245

1273

1257

肺

0歳

65

75

90

1246

1414

1616

2207

1250

1406

1535

2100

1201

1275

1355

1621

７４

４３

‐３

３３

3大死因
(鳳性新生鮨、0嶼慮、

日血管療息)

0歳

65

75

90

５５

５５

５３

“

３６

６７

３５

７０
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(2) 特定死因 を除去 した場合 の平均余命 の延 び
あ る死 因が克服 され た場合 、そ の死因 に よつて死亡 して いた者 は、その死 亡年齢

以後 に他 の死因で死 亡す るこ とにな る。 その結果 、死亡時期 が繰 り越 され 、平均余

命 が延 び る こ とにな る。 この延 び は、その死 因のために失 われ た平均余命 としてみ

るこ とがで き、 これ に よつて各 死 因が どの程度 平均余命 に影 響 してい るか を測 るこ

とがで きる。

平成 21年 につ いてみ る と、 O歳 にお ける延 び は男女 とも悪性新生物 、心疾患 、脳
血管疾 患 、肺炎 の順 、 65歳 にお け る延 び は男 では悪性新 生物 、心疾 患、肺炎 、脳 血

管疾 患 、女で は悪性 新 生物、心疾 患 、脳 血管疾 患 、肺炎 の順 、 75歳 にお け る延 びは

男で は悪性 新生物 、心疾患、肺 炎 、脳血 管疾 患 、女では心疾 患 、悪性 新生物 、脳 血

管疾 患 、肺炎 の順 にな ってい る。 一方 、 90歳 にお ける延 び は男 では肺炎 、心疾 患、

悪性 新 生物 、脳 血管疾 患、女 で は心疾患 、肺炎 、脳 血管疾 患 、悪性 新生物 の順 にな

つてお り、悪性新 生物 の順位 が低 下 してい る。

3大 死 因 (悪 性新 生物 、心疾患 、脳血 管疾 患 )を 除去 した場合 の延 び は、 O歳 で
は男 8.04年 、女 6.99年 、 65歳 で は男 6.48年 、女 5.75年 、 75歳 では男 5.00年 、女 4.89

年 、 90歳 では男 2.30年 、女 2.78年 となつてい る。 (表 8)

表 8 特定死因を除去 した場合の平均余命の延び (0歳・65歳・75歳・90歳 )
(単位:年 )

主要死因 年齢
男 女

平成17年 18年 19年 20年 21年 平成17年 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

400

3117

203

058

4114

312

210

060

398

311

212

003

3Ю 2

203

141

047

301

203

141

045

301

203

142

045

3Ю l

2Ю3

142

0■5

303

207

146

048

心   疾   痣
(高 血圧性を除く)

0歳

65

75

90

160

122

l l13

070

157

121

103

068

155

120

l l12

069

155

119

lЮ 2

069

173

163

153

112

164

156

147

l l14

脳 血 管 疾 患

0歳

65

75

90

113

095

033

051

”

９０

７９

４６

０

８

７

４

129

119

111

076

119

l l19

101

064

115

105

097

064

110

l l10

093

061

106

096

089

059

肺 炎

0歳

65

75

90

080

081

081

069

3大死因
(患性新生物、わ疾患、

日血管疾患)

0歳

65

75

90

849

635

524

251

831

667

511

231

825

664

510

232

810

651

499

224

720

591

5110

274

712

586

497

277

700

575

486

272

699

575

489

278
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平 成 21年
年齢

χ

死亡率

″σχ

生存数

/χ

死亡数

″グχ

定常人口 平均余命

ρr″∠χ 乃
0 7a,
１

２

３

４

２

３

６

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

(月 )

(年 )

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

“

４５

４６

４７

４８

４９

U UUUV:
0 00016
0 00013
0 00009
0.00031
0 00018
0.00042
0 00042

0 00262
0 00037
0 00025
0 00017
0.00013

0 00011
0.00011
0.00010
0.00009
0 00009

0 00008
0 00008
0 00008
0 00010
0 00013

0 00018
0 00025
0.00033
0 00040
0 00047

0 00053
0.00058
0 00061
0.00061
0 00059

0 00058
0 00060
0.00063
0.00067
0 00070

0_00071
0.00072
0.00074
0 00077
0 00082

0.00088
0_00096
0 00104
0 00114
0 00125

0.00136
0.00148
0 00161
0 00175
0 00191

0_00208
0.00226
0.00247
0 00270
0 00297

ＵＵＵ

９０９

８９３

８８‐

８７２

８４０

８２３

７８‐

０００

７３８

７０２

６７７

６６０

６４８

６３７

６２６

６‐６

６０７

ＵＵ

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９９

００

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９

０

２

４

５

　

２

４

９

６

６

９

９

８

７

６

　

５

３

０

７

３

５

５

５

５

５

　

５

５

５

４

４

３９０

３３７

２８０

２‐９

‐５９

‐００

０４２

９８３

９２‐

８５５

７８６

７‐５

６４４

５７２

４９５

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９９

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

98 414
98 327
98 233
98 131

98 019

97 897
97 764
97 620
97 463
97 292

97 107
96 905
96 686
96 447
96 187

１

６

３

９

１

８

２

２

２

７

５

７

３

９

１

１

　

３

１

４

４

６

３

２

１

１

１

０

０

９

９

　

８

８

８

９

３

８

５

３

０

６

　

３

８

０

０

９

　

８

９

２

６

９

１

２

３

４

４

　

５

５

６

６

５

　

５

５

６

６

６

71

71

73

76

81

７

４

２

２

２

８

９

０

１

２

133

145

157

170

185

202
219
239
261

286

1 91ノ

1916
1916
1915
8 983
8319
24 951

49 878

４

０

０

８

４

99 642
99 631

99 621

99 612
99 603

４

６

８

０

９

　

４

２

３

７

４

　

４

９

０

９

０

９

８

７

７

５

　

４

２

９

５

１

　

６

０

５

８

３

５

５

５

５

５

　

５

５

４

４

４

　

３

３

２

１

１

０７‐

０１３

９５２

８８８

８２‐

７５‐

６８０

６０８

５３４

４５５

９９

９９

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

98 371

98 281

98 183
98 076
97 959

97 832
97 693
97 542
97 379
97201

８

７

８

９

６

０

９

６

１

４

０

７

５

３

０

ｚ

５

９

４

８

６

７

６

２

８

８

９

０

ｏ

４

２

１

９

１

９

４

６

６

４

５

９

６

９

０

１

１

２

８

９

８

０

３

６

９

ｏ

５

５

５

５

４

３

０

５

５

５

５

５

7460337
7 360 695
7 261 063
7 161 442
7 061 830

７

３

７

８

８

　

９

６

４

１

４

２

３

４

６

９

　

３

９

７

８

２

２

６

０

４

８

　

３

７

２

７

３

２

２

３

３

３

　

４

４

５

５

６

９

８

７

６

５

　

４

３

２

１

０

１０

４６

３７

８８

９９

６９

９７

８４

３２

４４

６

７

８

８

９

　

０

１

２

３

４

９

８

７

６

５

　

４

３

２

１

０

３

２

３

４

１

　

５

４

３

０

４

　

５

３

０

８

９

９２

‐７

４９

８８

３５

８９

５２

２４

０６

９８

０２

‐９

５０

９５

５７

９７５

８７７

７７８

６７９

５８‐

４８２

３８４

２８６

‐８８

０８９

９９２

８９４

７９６

６９８

６０‐

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

　

３

３

３

３

３

3 504 378
3 407 371
3 310 573
3 214 005
3 117 686

′U b9

79 64
79 64
79 63
79 61

79 55
79 48
79 26

79 59
78 80
77 83
76 84
75 86

74 87
73 88
72 88
71 89
70 90

69 90
68 91

67 91

66 92
65 93

64 93
63 95
62 96
61 98
6101

60 04
59 07
58 10
57.14
56 17

55 20
54 24
53 27
52 30
51_34

50.37
4941
48 44
47 48
4651

45 55
44 59
43.63
42 68
4173

40 78
39 83
38.89
37.95
37 02

36 09
35 16
34 24
33.32
32.41

注 :″σχ等の生命表諸関数の定義については、「参考資料 1」 を参照。
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簡 易 生 命 表 (男 )

年齢

χ

死亡率

″ ″ r

生存数

/y

死亡数

″″r

定常人口 平均余命

ρ′″∠χ ル
ｕ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７‐

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８‐

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

８

８

　

９

９

９

９

９

　

９

９

９

９

９

100

101

102

103

104

105 ～

U.UU6Z0
0 00362
0 00397
0.00432
0 00469

0 00511
0.00561
0 00620
0.00686
0.00756

0.00825
0 00894
0 00969
0 01050
0 01137

0.01228
0 01325
0 01425
0 01537
0.01673

0.01836
0.02026
0.02244
0.02503
0 02805

0 03149
0 03532
0 03959
0 04435
0 04958

0 05525
0.06131
0 06804
0 07576
0 08421

0 09341

0 10295
0 11339
0 12627
0 13876

0 15178
0 16535
0.17947
0 19415
0.20941

0_22523
0.24164
0.25862
0.27618
0 29431

0.31300
0.33225
0 35202
0 37231

0.39310

1 00000

１

６

９

１

２

８

８

３

６

２

ｗ
５８
２３
８６
４５

∞
５２
∞
４２
７９

ｏ

５

５

４

４

　

４

３

３

２

１

０９

３４

５３

６７

７３

７４

６７

５４

３３

０５

９‐

９０

８９

８８

８７

８６

８５

８４

８３

８２

８

０

９

５

５

０

９

７

５

３

71 883
69 620
67 161

64 502
61641

５

８

５

０

２

８

４

５

２

５

５

３

９

４

７

８

５

１

８

４

５

５

５

４

４

40 983
37 155
33 330
29 551

25 819

22 237
18 861

15 743

12917
10 409

０

６

５

５

５

　

１

８

０

４

２

３

７

３

８

９

　

３

５

４

４

４

８

６

４

３

２

　

１

１

ハ
υ

珀
３４６
３７８
４‐０
４４３
４８０
５２５
５７７
６３４
６９４
７５２
８０８
８６８
９３‐
９９８
０６５
‐３５
２０５
２８‐
３７２
８

０

４

９

７

　

６

５

５

６

５

４

６

７

８

０

　

２

４

６

８

０

７

１

２

０

８

1 854

1 541

1 251

990

764

３

８

６

３

４

７

１

９

０

３

５

４

２

２

１

207

４

１

５

５

３

′

４

０

６

２

ｏ

５

５

４

４

93 771

93 270
92 719
92114
91 450

７

７

９

０

６

２

４

０

１

４

０

９

９

８

７

９

８

８

８

８

86 215
85 114
83 945
82 703
81 378

９５

４‐

７３

９２

９３

７６

“

８４

０８

‐２

９

８

６

４

２

　

０

８

５

３

０

１

４

９

６

４

　

２

０

６

８

２

８

６

９

９

７

　

７

４

３

７

１

９

６

１

５

８

　

０

２

４

６

０

６

３

０

６

２

　

９

５

１

７

４

５

５

５

４

４

　

３

３

３

２

２

20 530
17 279
14 304

11 636

9 292

６

０

７

９

６

　

０

７

３

６

０

７

８

８

６

９

　

３

３

８

３

７

２

５

１

０

１

　

５

０

６

４

２

７

５

４

３

２

　

１

１

6 UZ 04U
４

９

６

７

　

４

２

３

４

０

８

４

４

７

　

５

７

４

７

６

２５

３０

３５

４０

４６

５２

５９

６６

７４

９

８

７

６

　

５

４

３

２

１

２０

４８

５３

４２

２‐

９７

７５

６４

６９

９９

８

９

０

１

２

　

３

５

６

８

９

０

９

９

８

７

　

６

５

４

３

２

1 218616
1 138 663
1 060 253
983 514
908 593

７

０

３

４

６

５

９

８

３

４

６

８

４

６

５

５

４

６

０

７

８

７

６

６

５

507 418
450 437
396 773
346 574
299 978

257 104
218 032
182 792
151 356
123 678

99 665
79 136
61 857
47 552
35 916

26 624
19 348
13 768
9 581

6511
１

８

４

６

２

３

７

７

０

６

４

２

１

１

61 01

30 61

29 72
28 84
27 96

27.09
26 22
25 37
24.53
23.69

22 87
22 05
21 25
20 45
19 66

18.88

1811
17 35

16 59

15.84

15 10

14.38

13.66

12.97

12_29

11 63

10 99

10 37

9 78
921

8 66
8 14
7 64
716
6 70

6 27
5 87
5 48
512
4 79

4 48
4 20
3 93
3 68
3 45

3 24
3 03
2 85

2 67
251

2 36
221
2 08
1 96

1 84

1 73
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平 成 2
年齢

χ

死亡率

″″ r

生存数

/χ

死亡数

″dx

定常人口 平均余命

θχ″∠χ ル

78,

(月 )

(年 )

U
１

２

３

４

２

３

６

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

U UUU′Z

0 00015
0 00010
0 00008
0 00020
0 00015
0 00035
0.00038

0 00213
0_00031
0.00022
0.00015
0 00012

0.00011
0 00010
0 00008
0 00007
0 00007

0.00006
0 00006
0 00007
0 00007
0 00009

0 00011
0.00013
0 00016
0 00019
0 00022

0 00025
0 00028
0 00028
0.00029
0 00030

0 00031
0 00032
0.00033
0 00033
0 00034

0 00036
0 00038
0.00040
0 00043
0 00045

0 00049
0_00053
0 00058
0.00063
0 00068

0.00073
0.00078
0.00085
0.00094
0 00102

0.00110
0.00119
0.00128
0 00139
0 00151

０

８

３

３

５

５

０

５

　

０

７

６

４

９

　

７

６

７

８

１

０

２

１

０

９

７

６

２

　

０

８

５

３

１

　

０

９

８

７

７

０

９

９

９

８

８

８

８

　

０

７

７

７

７

　

７

６

６

６

６

０

９

９

９

９

９

９

９

　

０

９

９

９

９

　

９

９

９

９

９

０

９

９

９

９

９

９

９

　

０

９

９

９

９

　

９

９

９

９

９

４

８

２

５

８

　

９

８

５

９

０

６

５

５

４

３

　

２

１

０

８

７

６

６

６

６

６

　

６

６

６

５

５

４

２

９

６

３

５

５

４

４

４

99 408
99 377
99 345
99 312
99 279

99 245
99 210
99 173
99 133
99 091

０４６

９９８

９４５

８８８

８２６

７５９

６８７

６‐０

５２５

４３３

３３３

２２５

‐０８

９８２

８４６

９

８

８

８

８

　

８

８

８

８

８

　

８

８

８

７

７

ｚ

５

０

８

０

５

５

８

213

31

22

15

12

１

０

８

７

７

　

６

６

７

７

９

11

13

16

19

22

２５

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３３

３４

３５

３７

４０

４２

４５

４８

５３

５７

６２

６７

７２

７７

８４

９２

００

108

117

126

136

148

: Vl′

1916
1916
1916
8 985
8 322
24 960
49 902

４

０

５

６

３

　

１

１

２

４

８

３

７

４

２

１

　

０

９

８

７

６

８

７

７

７

７

　

７

６

６

６

６

１

５

８

１

３

　

４

２

７

０

９

６

５

４

４

３

　

２

１

９

８

５

６

６

６

６

６

　

６

６

５

５

５

５

９

１

２

３

　

３

１

９

６

２

３

０

８

５

２

　

９

６

２

９

６

５

５

４

４

４

　

３

３

３

２

２

８

２

３

２

９

　

２

２

７

７

２

２

１

１

１

０

　

０

９

９

８

７

９

９

９

９

９

　

９

８

８

８

８

２３

４９

６８

８０

８４

８０

６７

４６

‐５

７３

７

６

５

４

３

　

２

１

０

９

７

８

８

８

８

８

　

８

８

８

７

７

０

４

３

１

０

１

９

３

２

３

４

５

６

６

２

３

４４

４２

４０

３８

３６

２７

‐９

９４

６

６

６

６

６

６

６

５

３

８

８

８

８

８

８

８

６

２

２

６

０

　

８

６

５

３

８

６

３

６

１

９

　

７

７

８

０

２

２

４

６

９

１

　

４

７

０

４

７

４

４

４

４

５

　

５

５

６

６

６

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

６

５

４

３

２

　

１

０

９

８

７

7 647 061
7 547 400
7 447 745
7 348 097
7 248 455

２

９

７

９

９

　

０

５

６

５

３

２

９

８

８

０

　

５

１

０

２

７

８

１

５

９

４

　

８

３

８

３

８

８

９

９

９

０

　

０

１

１

２

２

４

４

４

４

５

　

５

５

５

５

５

１

０

９

８

７

　

６

５

４

３

２

０

７

６

７

２

　

０

２

０

７

５

４

０

６

３

０

　

８

５

３

２

１

３

４

４

５

６

　

６

７

８

９

０

１

０

９

８

７

　

６

５

４

３

２

０５６

０３３

０６‐

‐４４

２８７

４９５

７７２

‐２３

５５５

０７５

６９‐

４‐‐

２４４

‐９８

２８３

１

２

３

４

５

　

６

７

９

０

２

　

３

５

７

９

１

６

６

６

６

６

　

６

６

６

７

７

　

７

７

７

７

８

１

０

９

８

７

　

６

５

４

３

２

　

１

０

９

８

７

５

５

４

４

４

　

４

４

４

４

４

　

４

４

３

３

３

86 44
86 49
86.48
86 47
86 46
86 38
86 31

86.09

86 44
85.63
84 65
83.67
82 68

81 69
80 70
79 71

78 72
77 72

76 73
75 73
74 74
73 74
72 75

71 75
70.76
69 77
68.78
67 80

66.81

65 83
64 85
63 86
62 88

61.90
60.92
59.94
58 96
57 98

57 00
56.02
55.04
54 06
53 08

52 11

51.13
50.16
49.19
48.22

47.25
46 29
45 32
44 36
43 40

42.44
41.49
40.54
39 59
38.65

注 :″σχ等の生命表諸関数の定義については、「参考資料 1」 を参照。
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簡 易 生 命 表 (女 )

年齢

χ

死亡率

″αχ

生存数

ノχ

死亡数

″グχ

定常人口 平均余命

θχ″∠ χ 乃
ｕ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

100

101

102

103

104

105

U.UU:00
0 00178
0 00192
0.00206
0.00219

0 00233
0.00250
0.00268
0.00290
0.00317

0.00343
0 00367
0 00390
0 00415
0.00446

0.00486
0 00534
0 00583
0 00638
0.00702

0.00780
0.00868
0.00967
0.01080
001214

0 01379
0.01565
0.01777
0.02016
0 02292

0 02610
0.02972
0 03390
0 03882
0.04455

0 05134
0 05901
0 06751
0 07682
0 08713

0 09868
0 11182
0 12590
0.13948
0 15379

0.16841
0_18336
0.19861
021417
0 23003

0 24618
0 26262
0.27934
0 29632
0 31355

1.00000

OU0
97 537
97 363
97 176
96 976

４

８

７

９

０

６

３

９

３

６

７

５

２

０

７

６

６

６

６

５

95 457
95 130
94 780
94 410
94018

93 599
93 144
92 647
92 107
91519

６

８

５

０

４

０

０

９

８

７

86 501

85 309
83 973
82 481

80817
５

４

８

９

０

　

４

４

８

８

５

　

３

９

９

８

５

６

０

１

８

９

　

０

０

９

０

７

　

４

５

７

９

６

９

９

６

０

２

　

２

８

０

１

８

　

４

８

１

４

９

８

６

４

２

９

　

６

２

９

５

０

　

６

１

７

２

７

23 664
19 679
16 071

12 879
10 121

7 793
5 874
4 331
3 122
2 197

1 508

10:

174

187

200
213

２２６

２４‐

２５８

２７８

３０３

３２８

３５０

３７０

３９２

４‐９

４５５

４９７

５４０

５８８

６４３

７０９

７８３

８６４

９５６

０６３

1 193
1 335
1 493
1 663
1 852

１

６

０

８

７

　

９

６

０

３

３

　

３

１

１

３

１

　

５

８

２

８

８

６

８

３

９

８

　

９

０

９

３

３

　

８

８

８

３

０

　

８

０

９

５

２

０

２

５

７

０

　

３

７

９

２

４

　

５

６

６

５

３

　

９

６

１

７

３

２

２

２

２

３

　

３

３

３

４

４

　

４

４

４

４

４

　

３

３

３

２

２

1918
1 543
1210
925

689

1 508

97 451

97 271

97 077
96 871

96 652
96 419
96 169
95 902
95 611

95 295
94 957
94 597
94 216
93 811

93 374
92 899
92 380
91817
91 203

８

３

０

０

２

２

８

６

５

４

５

７

９

０

０

０

９

８

８

７

９

８

８

８

８

85 916
84 653
83 241

81 664
79 908

77 952
75 780
73 375
70 713
67 772

64 530
60 976
57 126
53 010
48 674

１

４

３

５

２

４

９

４

０

５

４

３

３

３

２

21 642
17 841

14 439
11 463
8 921

０

３

１

７

４

０

７

０

３

３

８

０

７

６

８

3 388

ｕ

ｌ

０

９

２

ｕ

９

４

６

９

ｏ

８

４

１

０

６

５

８

１

４

ｏ

５

４

３

２

3 197 220
3 100 568
3 004 150
2 907 980
2 812 079

2 716 468
2 621 173
2 526 216
2 431 619
2 337 403

2 243 592
2 150 218
2 057 319
1 964 939
1 873 122

９

１

８

９

８

　

６

０

６

６

２

１

９

０

４

９

　

５

４

８

４

８

９

３

６

６

５

　

５

６

９

７

０

１

１

１

２

４

　

７

１

６

３

２

８

９

０

１

２

　

３

５

６

８

０

７

６

６

５

４

　

３

２

１

０

０

922 174
844 222
768 441

695 067
624 354

２

１

５

０

９

８

５

７

５

３

５

０

０

９

９

６

２

１

３

０

５

４

４

３

３

272 266
228 104
188 580
153 748
123 533

97 741

76 099
58 257
43818
32 355

４

３

０

９

２

３

３

６

５

２

４

６

５

８

２

3 388

′U

36.76
35.83
34.90
33.97

33.04
32.12
31.20
30.28
29.37

28 46
27.55
26.65
25.76
24 86

23 97
23 08
22 21

21.33
20.47

1961
18 76
17 92
17 09
16 27

15 46
14.67
13.90
13.14
12.40

11.68
10 98
10.30
9.64
9.01

8.41

7 83
7.29
6.79
631

5_86
5.45
5.07
4 73
4 42

4.13
3.87
3 63
3.40
3.20

3.01

2.83
2.67
2.52
2.38

2.25
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参考資料 1 生命表諸関数の定義
死亡率

生存数

死亡数

定常人口 あ 及び■

″9χ

み

″4

０
ら

０
物

ちょうどχ歳に達した者がχ+″ 歳に達しないで死亡する確率をχ歳以上

χ+″ 歳未満における死亡率といい、これを″らで表す。特に′ら をχ歳の

死亡率といい、これをらで表す。

生命表上で一定の出生者あ人が、上記の死亡率に従つて死亡減少してい

くと考えた場合、χ歳に達するまで生きると期待される者の数をχ歳にお
ける生存数といい、これをみで表す。

χ歳における生存数み人のうちχ+″ 歳に達しないで死亡すると期待され
る者の数をχ歳以上 χttη 歳未満における死亡数といい、これを″4で表
す。特にノ4を χ歳における死亡数といい、これを4で表す。

χ歳における生存数み人について、これらの各々がχ歳からχ+″ 歳に達
するまでの間に生存する年数の和をχ歳以上 χ+″ 歳未満における定常人
口といい、これをμχで表す。即ち、常に一定の出生があって、これらの
者が上記の死亡率に従つて死亡すると仮定すると究極において一定の人
口集団が得られるが、その集団のχ歳以上χ+″ 歳未満の人口に相当する。
特に′Zχ をχ歳における定常人口といい、これをZχ で表す。更にχ歳にお
ける生存数み人について、これらの各々がχ歳以後死亡に至るまでの間に
生存する年数の和をχ歳以上の定常人口といい、これを■で表す。即ち、
上記の人口集団のχ歳以上の人口に相当する。μχ、■は

平均余命

平均寿命

寿命中位数

χ歳における生存数み人について、これらの者がχ歳以降に生存する年数
の平均をχ歳における平均余命といい、これをらで表す。
χ歳の平均余命は次式により与えられる。

0歳における平均余命 θθを平均寿命という。

生命表上で、出生者のうちちょうど半数が生存し、半数が死亡すると期待
される年数を寿命中位数という。これは次式を満たす αとして与えられる。

′α=上
2

″Zx==∫∫
+″

4α′  ,
により与えられる。
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参考資料 2 平均余命の年次推移

*印は完全生命表、その他は簡易生命表による。
昭和46年以前は、沖縄県を除く値である。
「…」は表章されていない。

*1947
48
49
50

*1950-1952
1951
52
53
54

*1955
56
57
58
59

*1960
61

62
63
64

*1965
66
67
68
69

*1970
71

*昭和 22
23
24
25

*25-27
26
27
28
29

*30
31

32
33
34

*35

平成元

50.06
55 6
56 2
58.0

59 57
60.8
61 9
61.9
63.41

63.60
63.59
63.24
64 98
65 21

65 32
66.03
66.23
67 21
67.67

67 74
68 35
68 91
69 05
69 18

69 31
70.17
70.50
70.70
7116

71 73
72 15
72 69
72 97
73 46

73 35
73 79
74 22
74 20
74 54

74.78
75 23
75 61
75 54
75 91

75 92
76 11
76.09
76 25
76 57

76.38
77 01
77 19
77 16
77 10

77 72
78 07
78 32
78 36
78 64

78 56
79 00
79 19
79 29
79 59

40 89
43.6
44.3
45 3

46 43
47 9
48 0
48.0
48 87

48.47
48.21
47.87
49.19
49 31

49 08
49 58
49 44
50 10
50.33

50 18
50 78
51.06
51 17
51 24

51 26
52 05
52.33
52.46
52.79

53 27
53_60
54.07
54 32
54.72

54.56
54 95
55.33
55.25
55_56

55.74
56.15
56_50
56.40
56.74

56_77
56.90
56.91
57.02
57.35

57.16
57.71
57 86
57.85
57.74

58.33
58.64
58 87
58 89
59.15

59 08
59 49
59.66
59 75
60 04

26.88
29 1
29 2
294

29 65
31.4
30 9
30 6
31 45

30 85
30 45
30.04
31.29
31 30

31 02
31 44
3119
31 79
31 96

31 73
32 33
32 56
32 61
32 71

32 68
33 42
33.67
33_74
33_99

34.41
34.68
35.12
35 32
35.70

35.52
35 88
36 24
36_20
36.47

36 63
37.02
37 35
37.24
37.56

37.58
37.70
37.70
37.80
38 13

37 96
38 48
38 62
38 66
38 56

39.13
39.43
39.64
39.67
39.93

39 86
40 25
40.40
40.49
40.78

1016
120
117
115

11 35

12.5
11.9
12.88

11.82
11.36
11.01
12.12
1191

11 62
11 88
11 55
12.10
12_19

11 88
12 42
12 50
12 48
12 53

12 50
13_08
13.25
13.22
13.38

13.72
13_91
14_29
14 40
14.75

14.56
14 85
1518
15.19
15_43

15.52
15.86
16.12
15.95
16.22

16_22
16.31
16.31
16.41
16.67

16.48
16.94
17.02
17.13
17.02

17.54
17.78
17.96
18 02
18_21

18 13
1845
18.56
18.60
18 88

6.09
80
76
7.6

6 73

8.4
7.6
8 20

6 97
6 26
6 27
7.33
6.81

6_60
6 69
6 33
6 84
6 92

6.63
711
711
7.03
7.11

7 14
7 54
7 57
7 44
7 55

7 85
7 97
8 23
8 26
8 54

8.34
8.55
8 79
8 74
8 89

8 93
9 24
9 43
9 26
9 52

9 50
9 59
9.61
9 74
9 96

9.81
10 25
10 29
10 43
10 28

10 75
10 95
11.07
11.09
11.23

11.07
11 31
11.40
11.40
11.63

2 56

2 70

2 87

2 69

2.56

2 75

3.05

3.17
3 28
3.28
3.21
3.27

3 28
3.38
351
3.31
3.44

3.51
3.37
3.30
3.60
3.73

3 58
3.83
381
3 86
3.76

4.10
419
4.29
4.26
4.36

415
4 32
4.40
4.36
4 48

53.96
59.4
59.8
61.5

62.97
64 9
65.5
65.7
67 69

67 75
67.54
67 60
69.61
69.88

70.19
70 79
7116
72 34
72 87

72.92
73 61
74.15
74.30
7467

74 66
75 58
75 94
76 02
76 31

76 89
77_35
77.95
78_33
78.89

73.76
79.13
79.66
79.78
80.18

80.48
80 93
81 39
81.30
81.77

81 90
82.11
82.22
82 51
82.98

82.85
83.59
83 82
84.01
83_99

84 60
84 93
85 23
85 33
85.59

85 52
85 81
85.99
86 05
86 44

44.87
47.3
47.9
48.7

49.58
51 9
514
514
52 86

52 25
51 92
51.48
53.48
53.45

53.39
53 72
53 85
54 70
54 99

54.85
55.53
55.82
55 93
56 24

56 11
56 99
57 28
57.33
57 54

58.04
58_43
58.99
59.32
59.83

59.66
60 00
60 48
60.56
60.93

61.20
61.62
62 05
61.96
62 41

62.54
62_73
62.84
63 13
63 56

63.46
64 13
64 36
64 56
64 50

65 08
65 39
65.69
65.79
66.01

65.93
66 22
66.39
66_45
66.81

30.39
32.5
32.6
32.7

32 77
35 4
34 2
33 9
35 22

34 34
33 85
33.39
35.23
35 08

34 90
35 10
35 15
35 89
36 11

35.91
36.55
36 79
36 86
37 17

37 01
37 85
38.11
38.12
38.30

38_76
39_11
39.63
39 95
40.42

40.23
40 55
41 02
41.10
41.46

41.72
42.13
42.54
42.44
42.89

43.00
43.18
43.29
43.55
44.00

43.91
44.55
44 79
45.01
44_94

45.52
45.82
46.12
46 22
46.44

46 38
46 66
46.82
46 89
47 25

12.22
14.2
140
139

13 36

148
142
15 00

14 13
13 54
12.93
14.71
14 37

14 10
1410
14 09
14 70
14 83

14 56
15.11
15 26
15 26
1551

15 34
16.00
16.17
16.10
16.18

16.56
16.80
17 24
17 48
17 92

17 68
17 93
18 35
18 40
18.71

18 94
19 29
19.67
19.54
19 95

20.03
20 20
20 31
20 57
20 97

20.94
21 53
21 75
21 96
21 89

22 42
22 68
22.96
23.04
23.28

23.19
23.44
23.59
23.64
23.97

7.03
93
89
9.0

7 76

98
9.1
9.24

8.28
7.61
6.90
8 93
8 28

801
7.77
7.76
8.33
8.42

811
8 62
8 69
861
8.89

870
9.23
9.26
9 12
915

9.47
9.63
9 99
1017
10.51

10 24
1041
10 75
10 75
11.00

1119
11 45
11.77
11_62
12 00

12 06
12.18
12_28
12 55
12 89

12 88
13 40
13 58
13 79
1371

14.19
14.42
14.67
14.72
14_93

14 83
15 04
15.16
15 18
15 46

2.45

2 72

3 12

2 99

2 96

3 26

3 39

3 55
3 50
3 59
3 49
3 58

3 82
3 78
3 92
3 82
402

4 18
3 95
3 98
4 45
4 63

4 64
4 95
5 03
5 15
5 05

5 29
541
5 56
5 57
5 69

5 53
5.66
5.72
571
5_86
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参考資料3  死因別死亡確率と特定死因を除去した場合の
平均余命の延びの推移

(1)死因別死亡確率の推移 (0歳・65歳・75歳・90歳 )
:%

主 要 死 因 年齢
女

平成171 18年 19年 20年 21年 平成171 18年 19年 204F 21年

悪 性 新 生 物

0扇 29 88

29 30

25 59

14 68

29 97

29 37

25 81

15 00

30 10

29 50

26 00

14 98

29 98

29 39

25 94

14 91

29 90

29 40

26 12

15 50

20 54

18 63

16_37

9 83

20 56

18 68

16 44

9 92

20 56

18 69

16 49

9 87

20 49

1861

16 39

9 74

20 63

18 82

16 63

9 96

,b 疾 患

＞(高血圧性を除く

0扇 4 88

516
5 57

7 27

14 87

15 18

15 63

17 47

14 67

14 97

15 42

17 27

4 74

5 00

5 43

741

14 68

14 93

15 37

17 25

19 17

19 97

20 55

21 40

19 24

20 04

20 64

21 48

19 16

19 97

20 56

21 42

19 13

19 93

20 52

2151

19 09

19 87

20 47

21 53

脳 血 管 疾 患

0篇 1 57

218
2 78

2 97

1116
11 66

12 19

12 42

10 80

11 25

11 71

11 84

0 42

0 83

1 24

1 03

10 08

10 44

10 79

10 79

4 52

501
541
5 37

13 77

14 22

14 58

14 35

3 29

871
4 06

4 07

2 75

3 13

3 45

3 46

1211

12 45

12 73

12 57

肺 炎

0扇 12 46

14 14

16 16

22 07

12 47

1411

15 99

21 39

2 53

413
5 98

1 70

2 50

4 06

5 85

1 00

12 20

13 72

15 39

20 07

201

2 75

3 55

621

12 07

12 80

13 57

16 20

1 84

2 55

3 28

5 64

1 74

2 43

3 13

5 33

11 35

11 99

12 65

14 68

不 慮 の 事 故

0嘉 3 82

311

301

2 73

3 66

3 03

2 95

2 62

351

2 95

2 86

2 52

3 47

2 92

2 82

2 47

3 47

2 98

2 90

261

2 75

2 53

2 44

1 96

2 64

2 44

2 35

1 87

2 67

2 50

241
1 97

261
2 46

2 38

1 94

2 57

241
2 34

1 92

|…
調

0慮 091
0 47

0 37

012

0 82

0 42

0 33

011

0 73

0 39

031
012

0 67

0 37

0 29

0 10

0 66

0 37

0 30

013

0 42

0 29

0 22

0 06

0 38

0 28

021

0 05

0 37

0 27

0 20

0 05

031
0 23

018
0 04

031
0 23

018
0 05

自 殺

0歳

65

75

90

2 65

0 82

0 53

0 33

2 57

0 82

0 53

0 30

2 64

0 89

0 57

0 32

2 59

0 82

0 53

0 28

2 67

0 84

0 54

031

1 06

0 47

0 34

013

1 09

0 48

0 33

012

112
0 49

0 33

013

110
0 46

031
011

1 08

0 45

0 30

011

腎 不 全

0歳

65

75

90

1 90

210
2 30

2 80

1 99

219
2 39

2 94

1 97

218
2 38

2 90

2 00

221
2 42

2 98

2 05

2 26

2 45

3 00

2 43

2 55

2 66

2 78

2 48

261

2 70

281

2 44

2 57

2 67

2 73

241
2 54

2 63

2 67

2 42

2 54

2 63

2 73

肝 疾 患

0扇 141

0 96

0 65

0 36

1 40

0 95

0 66

0 36

1 37

0 95

0 65

0 39

1 34

0 93

0 64

0 40

1 32

0 92

0 64

0 36

0 85

0 77

0 67

0 38

0 83

0 76

0 66

0 34

0 82

0 75

0 65

0 33

0 83

0 75

0 65

0 32

081
0 74

0 65

0 35

糖 尿 病

0扇 1 08

1 03

0 89

0 62

1 09

1 04

091
0 58

110
1 05

0 93

0 64

1 12

1 08

0 95

0 65

1 08

1 04

0 94

0 67

1 17

118
113
0 78

112
113
1 08

0 76

115
116
112
081

116
118
114
0 82

111

113
1 09

0 79

高 血 圧 性 疾 患

0瀬 0 44

0 48

0 53

0 80

0 44

0 47

0.52

0 78

0 47

0 50

0 55

0 80

0 46

0 49

0 53

0 77

0 44

0 46

0 50

0 76

0 92

0 98

1 04

1 37

091
0 96

1 03

1 29

091
0 97

1 02

131

0 88

0 93

0 98

1 25

0 89

0 94

0 99

1 26

結 核

0瀬 0 29

0 30

0 33

0 29

0 28

0 29

031
0 26

0 26

0 27

0 29

0 23

0 26

0 28

031
031

0 25

0 26

0 28

0 30

0

0

0

0

014
014
014
0 09

013
0 14

0 14

0 09

013
0 14

014
0_09

0

0

0

0

老 衰

0歳

65

75

90

2

2 36

2 90

717

2 23

2 59

315
751

2 37

2 74

3 32

7 85

2 57

2 97

3 58

8 62

2 79

3 22

3 86

8 89

617
6 63

7 25

11 90

6 78

7 27

7 92

12 92

7 22

7 73

8 40

13 58

7 85

8 40

911
:461

8 50

9 08

981
1月  ■0

U バ 先

(悪性新生物、
心疾患、
脳血管疾患)

囚 0蔵

56 63

53 95

44 92

56 00

56 21

53 63

44 89

55 57

55 72

53 13

44 09

ЭD :4

55 22

52 61

43 35

04 00

52 28

43 54

b4_Z3

53 61

52 33

46 60

b3 0ノ

52 94

51_66

45 76

b6 UZ

52 37

5111
45 36

bZ 35

51 67

50 35

44 70

5

5113
49 82

44 06

-14‐



(2)特定死因を除去した場合の平均余命の延び (0歳・65歳・75歳・90歳 )

主 要 死 因 年齢
て

平成17句 18年 19年 201「 21年 平成171 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

4 00

3 07

2 03

0 58

4 02

3 09

2 07

0 58

4 04

3 12

2 10

0 60

3 99

3 09

2 09

0 59

3 98

311
212
0 63

3 UZ

2_03

141
0 47

301
2 03

141
0 45

3 01

2 03

1 42

0 45

3 01

2 03

1 42

0 45

3 03

2 07

1 46

0 48

′b 疾 患

(高血圧性を除く)

0膚[

65

75

90

1 60

1 22

1 03

0 70

1

121
1 03

0 68

1

1 20

1 02

0 69

1 54

119
101
0 69

1 55

119
1 02

0 69

73

63

53

12

1 66

1 56

1 47

101

1 64

1 56

1 47

1 04

1 65

1 56

1 48

1 09

脳 血 管 疾 患

0歳

65

75

90

113
0 95

0 83

051

1 09

0 90

0 79

0 46

1 06

0 88

0 77

0 45

1 02

0 84

0 73

041

1∞
0 82

071
041

29

19

11

76

119
1 09

101
0 64

115
1 05

0 97

0 64

110
1 00

0 93

061

1 06

0 96

0 89

0.59

肺 炎

0歳

65

75

90

0 94

0 99

1 02

095

0 92

0 97

1 00

0 86

0 94

0 98

101
091

0 93

0 97

0 99

0 86

091
0 95

0 97

0 83

0 88

0 89

0 90

081

0 84

0 85

0 85

0 72

0 83

0 84

0 84

071

0 83

0 83

0 83

0 70

0 80

081
081
0 69

不 慮 の 事 故

0歳

65

75

90

0 66

0 25

0 19

0 10

0 24

0 19

0 09

O b6

0 24

0 18

0 09

O bb

0 24

018
0 09

O bb

0 24

019
0 09

0 38

0 22

0 18

0 09

021
017
0 08

021
017
0 08

021
0 17

0 08

0 33

021
0.17

0 09

|…
調

U扇 U Zb

0 05

0 03

001

0 04

0 02

0 00

0 04

0 02

001

0 04

0 02

0 00

1

0 04

0 02

001

0 04

0 02

001

0 09

0 04

0 02

0 00

0 09

0_03

0 02

0 00

0 03

0 02

0 00

0 03

0 02

自 殺

0扁

0 09

0 04

002

0 09

0 04

001

010
0 04

001

0 09

0 04

001

081
0 09

0 04

001

0 34

0 06

0 03

001

0 35

0 06

0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

腎 不 全

0扇

65

75

90

0 15

0 14

0 14

0 10

015
015
014
010

0_18

018
017
013

018
018
017
012

8

8

7

2

0 18

0 18

017
011

018
018
017
0 12

肝 疾 患

0扁 0 25

0 10

0 05

0 02

0 25

0 10

0 05

001

0 24

0 10

0 05

001

0 23

010
0 05

001

0 23

010
0 05

001

012
0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

0 12

0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

糖 尿 病

0扇 0 13

0 09

0 06

0 03

013
0 09

0 06

0 02

0 13

0 09

0 06

0 02

013
010
0 06

0 02

013
0 09

0 06

0 03

012
011
0 09

0 04

012
010
0 08

0 03

012
0 10

0 08

0 04

011
010
0 09

0 04

011
010
0 08

0 04

高 血 圧 性 疾 患

0扇 0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 04

0 03

0 03

0 03

0 04

0 03

0 03

0 03

0 04

0 03

0 03

0 03

0 06

0 06

0 06

0 07

0 06

0 06
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3 天 夕L 囚

(悪性新生物、
心疾患、
脳血管疾患 )
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注 :3大死因のそれぞれの死因を単独に除去した場合には、その他の2死因は除去されていない
(例えば、悪性新生物を除去したとしても心疾患や脳血管疾患での死亡はあるものと考える)
ことから、3大死因のそれぞれの死因を除去した場合の平均余命の延びを合計したものは、

同時に除去した 平均余命の延びよりも小さいものと

の死因で死亡 していた者の死亡状況

3大死因以外で亡くなる
:新生物以外で亡くなる (心疾患・脳血 でも亡くなる)

血管疾患以外で亡くなる (悪性新生物・心疾患でも亡くなる)

3大死因
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